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内
に
清
ら
か
な
心
を
育
む
の
が
「
功
」
で

外
に
菩
薩
道
を
歩
む
の
が
「
徳
」
で
す

息
長
く
功
徳
を
育
め
ば

人
の
世
は
平
和
に
な
り

善
行
で
福
を
集
結
す
れ
ば

世
界
は
安
ら
か
に
な
り
ま
す

善でこの世を護る

表見返し●
文・證厳法師╱訳・済運╱撮影・涂鳳美
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《
無
量
義
経
》
の
「
法
義
展
転
無
量
」
に
、
「
一
種
子
よ
り
百
千
万
生
じ
る
が
如
く
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。

初
冬
の
時
節
、
證
厳
法
師
は
四
方
か
ら
帰
っ
て
く
る
海
外
新
任
慈ツ

ー
チ
ー済

委
員
た
ち
の
認
証

の
席
で
、
「
大
心
願
を
立
て
百
千
万
の
種
子
を
生
じ
さ
せ
大
樹
に
育
て
る
よ
う
」
と
励
ま
さ

れ
た
。

慈
済
は
一
九
九
一
年
よ
り
国
際
慈
善
援
助
を
展
開
し
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
に
そ
の
足
跡

は
地
球
を
半
周
し
て
い
る
。
五
十
六
カ
国
に
支
部
や
会
所
を
設
置
し
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
展
開
し
て
い
る
。
證
厳
法
師
の
慈
悲
済
世
の
立
願
は
善
意
の
人
々
の
共
鳴
を
引
き
起
こ

し
、
一
粒
一
粒
の
種
に
滋
養
を
与
え
、
海
外
に
根
を
下
ろ
し
て
い
る
。

こ
の
種
は
主
に
台
湾
人
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
や
華
僑
が
主
で
、
法
師
の
「
頭
上
に
人
様
の
天

を
頂
き
、
足
元
に
人
様
の
地
を
踏
む
か
ら
に
は
、
そ
の
土
地
で
得
た
物
へ
の
お
返
し
を
そ

の
土
地
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
の
教
え
に
従
い
、
現
地
の
貧
困
家
庭
に
関
心
を

寄
せ
、
必
要
に
応
じ
て
救
済
を
行
っ
て
い
る
。
民
族
、
文
化
、
宗
教
の
違
い
を
克
服
し
て
、

誠
意
あ
る
正
し
い
行
い
に
よ
っ
て
信
任
を
得
て
い
る
。
彼
ら
は
さ
ら
に
現
地
の
人
々
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
よ
う
に
も
導
い
て
い
る
。

一
か
ら
百
千
万
に
増
え
た
こ
の
慈
済
の
種
の
間
に
は
、
社
会
的
地
位
の
差
も
存
在
し
な

い
。
今
年
台
湾
へ
認
証
を
受
け
に
き
た
千
人
近
く
の
マ
レ
ー
シ
ア
の
慈
済
委
員
（
慈
済
の

幹
部
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
の
中
に
は
、
か
つ
て
貧
困
や
病
気
の
た
め
に
慈
済
の
支
援
を
受
け

た
こ
と
が
あ
る
人
や
、
腎
臓
病
で
慈
済
の
透
析
セ
ン
タ
ー
に
通
っ
て
い
る
患
者
が
い
る
。

彼
ら
は
生
活
が
自
立
し
た
後
、
感
謝
し
恩
返
し
を
し
た
い
と
、
自
分
た
ち
が
支
援
を
受
け

た
経
験
を
活
か
し
て
、
苦
難
の
人
た
ち
を
労
わ
っ
て
い
る
。

一
粒
の
種
か
ら
菩
提
の
林
に

◎
訳
・
慈
願

【
社
・
論
】
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海
外
か
ら
台
湾
へ
認
証
を
受
け
に
く
る
現
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
数
は
近
年
増
加
し
て
い

る
。
例
え
ば
、
他
民
族
国
家
で
あ
る
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、
イ
ン
ド
系
マ
レ
ー
シ
ア
人
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
現
れ
た
。
こ
の
人
は
二
〇
〇
四
年
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
イ
ン
ド
洋
大
津
波
の
後
、

慈
済
の
支
援
と
関
心
を
受
け
て
、
家
族
を
失
っ
た
心
の
痛
み
が
徐
々
に
和
ら
ぎ
、
今
で
は

楽
し
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
励
ん
で
い
る
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ウ
ー
・
デ
ィ
ン
ト
ン
は
二
〇
〇
八
年
の
サ
イ
ク
ロ
ン
・

ナ
ル
ギ
ス
の
後
、
慈
済
が
配
付
し
た
種
も
み
を
受
け
取
り
に
き
た
時
に
慈
済
を
知
っ
た
。

度
重
な
る
天
災
と
害
虫
の
被
害
で
畑
は
何
度
も
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
な
っ
た
も
の
の
、
今
で

は
農
薬
を
使
わ
ず
に
大
地
を
保
護
し
て
い
る
。
そ
し
て
竹
筒
精
神
（
慈
済
設
立
初
期
、
各

家
で
竹
筒
に
硬
貨
を
貯
め
て
救
済
募
金
に
し
た
）
に
習
っ
て
、
村
の
人
々
に
一
日
一
握
り

の
米
を
「
米
貯
金
」
と
し
て
蓄
え
る
よ
う
奨
励
し
て
い
る
。
経
済
的
に
豊
か
で
な
い
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
現
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
慈
済
人
の
環
境
保
全
の
行
動
に
感
動
し
て
参
加

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

大
愛
精
神
を
実
践
す
る
方
法
は
違
っ
て
も
目
的
は
同
じ
で
あ
る
。
ロ
ー
マ
教
皇
は

二
〇
一
六
年
を
「
い
つ
く
し
み
の
特
別
聖
年
」
と
定
め
ら
れ
、
積
極
的
に
各
宗
教
の
代
表

と
対
談
さ
れ
た
。
十
一
月
初
め
、
バ
チ
カ
ン
は
宗
教
対
談
に
慈
済
人
の
参
加
を
要
請
し
、

教
皇
は
「
慈
悲
」
と
「
愛
」
は
万
物
に
滋
養
を
与
え
る
母
性
愛
の
よ
う
で
、
今
の
世
の
中

は
と
く
に
必
要
と
し
て
い
る
と
言
わ
れ
た
。

證
厳
法
師
が
五
十
年
前
に
三
人
の
カ
ト
リ
ッ
ク
の
シ
ス
タ
ー
と
話
を
し
た
こ
と
が
、
慈

済
を
創
立
し
た
き
っ
か
け
の
一
つ
だ
っ
た
こ
と
を
、
證
厳
法
師
は
今
で
も
忘
れ
な
い
。
当
時
、

発
願
し
た
慈
悲
の
心
は
そ
の
後
四
方
に
向
か
っ
て
種
を
撒
き
、
深
く
耕
し
、
今
で
は
菩
提

の
林
に
生
い
茂
り
、
苦
難
の
人
々
の
拠
り
所
と
な
っ
て
平
穏
と
情
け
を
与
え
て
い
る
。
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エボラ孤児
２０１４年５月、シエラレオーネ共和国で勃発したエボラ出血熱は多数の国民の

命を奪った後、多くの孤児を残した。とくに初めて感染が確認された東部の町コ

インドゥでは、両親を亡くし、自力で生きてはいけない孤児がたくさん残された。

親戚は病気の感染を恐れて引き取ろうとせず、孤児の問題は伝染病の大きな後遺症

となっている。写真はコインドゥで撮影したエボラ孤児たちで、彼らは現地の善

意の人たちの援助の下に生活し勉強をしている。だが、将来はどうなるのか。そ

の運命は誰にも分からない。

シ
エ
ラ
レ
オ
ー
ネ
で
の

　
　
人
道
支
援

◎
文
、
撮
影
・
蕭
耀
華

　

訳
・
済
運　
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台
湾
を
出
発
し
て
三
十
三
時
間
、
四
回
飛
行

機
を
乗
り
換
え
、
黄
昏
時
に
や
っ
と
シ
エ
ラ
レ

オ
ー
ネ
の
首
都
フ
リ
ー
タ
ウ
ン
に
着
い
た
。

フ
リ
ー
タ
ウ
ン
に
着
く
と
、
一
昔
前
の
映
画

「
野
生
の
エ
ル
ザ
」
の
主
題
歌
「
ボ
ー
ン
フ
リ
ー
」

を
思
い
起
こ
さ
せ
た
。
歌
詞
の
内
容
は
ア
フ
リ

カ
の
大
草
原
で
ラ
イ
オ
ン
が
自
由
自
在
に
走
り

回
っ
て
戯
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
フ
リ
ー

タ
ウ
ン
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
？　

名
前
の
由
来

は
？　

ど
う
し
て
ラ
イ
オ
ン
を
連
想
さ
せ
る
の

か
？　

な
ぜ
遥
か
遠
く
か
ら
こ
こ
に
や
っ
て
来

 

二
〇
一
三
年
、
西
ア
フ
リ
カ
の
三
つ
の
国
で

エ
ボ
ラ
出
血
熱
が
大
流
行
し
た
。
感
染
者
は

二
万
八
千
人
以
上
に
達
し
、
そ
の
半
数
が
シ
エ

ラ
レ
オ
ー
ネ
に
集
中
し
て
い
た
。

 

か
つ
て
黒
人
奴
隷
の
輸
出
拠
点
で
、
イ
ギ
リ

ス
の
植
民
地
だ
っ
た
シ
エ
ラ
レ
オ
ー
ネ
は
、
独

立
し
て
自
由
を
勝
ち
取
っ
た
。
し
か
し
、
相
次

ぐ
内
戦
と
特
効
薬
の
な
い
疫
病
が
襲
い
、
国
の

未
来
は
暗
澹
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。

た
の
か
？

話
は
遥
か
昔
の
一
四
六
二
年
に
遡
る
。
文
献

に
よ
る
と
、
当
時
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
船
団
が
西

ア
フ
リ
カ
沿
岸
に
上
陸
し
、
要
塞
の
よ
う
な
貿

易
拠
点
を
築
い
た
。
彼
ら
が
地
図
を
作
製
し
て

い
た
時
、
海
岸
線
か
ら
遠
く
な
い
丘
の
形
状
が

雌
の
ラ
イ
オ
ン
に
似
て
い
る
の
を
発
見
し
、
そ

こ
を
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
ラ
イ
オ
ン
山
（S

e
r
r
a
 

L
e
o
a

）
と
命
名
し
た
。

そ
の
後
、
西
洋
列
強
が
競
合
す
る
中
、
ス
ペ

イ
ン
人
が
そ
の
地
に
強
力
な
影
響
を
持
つ
よ

う
に
な
り
、
名
称
も
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
のS

e
r
r
a
 

L
e
o
a

か
ら
ス
ペ
イ
ン
語
のS

i
e
r
r
a
 
L
e
o
n
e

に

変
更
さ
れ
て
今
に
至
っ
て
い
る
。

西
洋
列
強
に
は
そ
の
二
カ
国
の
ほ
か
、
オ
ラ

ン
ダ
と
フ
ラ
ン
ス
、
そ
し
て
、
最
後
に
イ
ギ
リ

ス
も
加
わ
っ
た
。
植
民
地
大
国
は
次
々
に
自
国

の
貿
易
拠
点
を
築
い
た
が
、
主
要
な
貿
易
品
は

鉱
物
と
材
木
の
ほ
か
、
黒
人
奴
隷
の
売
買
で
あ

っ
た
。
彼
ら
は
ア
フ
リ
カ
大
陸
の
各
地
で
強
制

連
行
し
た
大
量
の
黒
人
奴
隷
を
こ
の
港
か
ら
輸

出
し
た
。

奴
隷
貿
易
は
ア
メ
リ
カ
の
南
北
戦
争
終
結

（
一
八
三
五
年
）
ま
で
続
け
ら
れ
、
そ
の
後
、

憲
法
で
認
め
ら
れ
て
い
た
奴
隷
制
度
が
廃
止
さ

れ
た
。
シ
エ
ラ
レ
オ
ー
ネ
か
ら
輸
出
さ
れ
た
黒

人
奴
隷
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
、
カ
リ
ブ

海
一
帯
か
ら
シ
エ
ラ
レ
オ
ー
ネ
に
送
還
さ
れ
て

シエラシオーネ

エ
ボ
ラ
出
血
熱
発
生
の
地
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一
つ
の
地
域
に
集
め
ら
れ
た
。
そ
こ
が
フ
リ
ー

タ
ウ
ン
と
名
付
け
ら
れ
た
の
は
、
シ
エ
ラ
レ
オ

ー
ネ
に
戻
っ
た
人
々
が
も
う
奴
隷
で
は
な
く
、

自
由
の
身
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
た
。

 独
立
し
て
半
世
紀

脆
弱
な
基
盤

資
源
や
そ
の
ほ
か
の
経
済
的
利
益
を
獲
得
す

る
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
は
シ
エ
ラ
レ
オ
ー
ネ
で
活

発
に
経
済
活
動
を
続
け
、
こ
の
国
の
発
展
を
左

右
す
る
影
響
力
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

一
九
二
四
年
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
シ
エ
ラ
レ

オ
ー
ネ
の
国
土
を
二
分
し
、
フ
リ
ー
タ
ウ
ン
と

海
岸
一
帯
を
植
民
地
に
し
、
内
陸
部
を
保
護
領

と
し
た
。

一
九
六
一
年
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
承
認
を

経
て
、
シ
エ
ラ
レ
オ
ー
ネ
は
独
立
宣
言
し

た
。
独
立
後
の
国
名
は
シ
エ
ラ
レ
オ
ー
ネ
共

和
国
で
あ
る
。
面
積
は
七
万
千
七
百
平
方
キ
ロ

で
二
〇
一
五
年
の
統
計
に
よ
る
と
、
人
口
は

七
百
万
強
で
あ
る
。

国
土
は
台
湾
の
約
二
倍
で
あ
る
が
、
鉱
物
資

源
が
豊
か
で
、
と
く
に
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
産
出

量
が
多
い
。
そ
の
よ
う
な
条
件
の
下
で
数
百
万

の
国
民
を
養
う
の
は
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
。

事
実
、
建
国
当
初
は
豊
か
な
生
活
と
共
に
平
和

な
時
が
流
れ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
も
長
く
続
か

❏シエラレオーネ共和国プロフィール

位置：アフリカ西海岸、北部はギニア、東南はリベ
リアと国境を接している。
面積：７１, ７４０平方キロ
人口：７０７万
首都：フリータウン
貨幣：レオーネ
為替レート：１米ドル＝５３０９レオーネ
言語：英語、クリオ語
宗教：人口の６割がイスラム教、次にキリスト教と
土着信仰
歴史：約５００年前にポルトガルの冒険家が上陸し、
ヨーロッパへの奴隷の供給地となった。１７８７年
奴隷解放運動が起こり、フリータウンができた。イ
ギリスの植民地を経て、１９６１年に独立。

シエラレオーネ
共和国

アフリカ
ギニア

リベリア

フリータワー
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ず
、
政
府
の
一
部
の
制
度
や
執
行
面
で
問
題
が

発
生
し
た
。
陰
謀
が
絶
え
ず
、
強
権
グ
ル
ー
プ

が
出
現
し
て
豊
か
な
国
の
鉱
物
資
源
を
強
奪
し

よ
う
と
し
た
り
、
果
て
は
軍
隊
の
内
部
で
も
意

見
が
分
か
れ
、
派
閥
が
林
立
し
て
勝
手
に
行
動

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ク
ー
デ
タ
ー
が
起
き
て

も
優
劣
が
つ
か
ず
、
つ
い
に
内
戦
に
発
展
し
た
。

内
戦
は
一
九
九
一
年
か
ら
二
〇
〇
二
年
ま
で

続
け
ら
れ
、
約
五
万
人
が
亡
く
な
り
、
数
十
万

人
が
住
む
所
を
な
く
し
た
。
ま
た
、
数
多
く
の

民
衆
が
今
回
の
内
戦
で
手
足
を
切
断
さ
れ
た
。

手
足
を
切
断
す
る
こ
と
は
警
告
の
意
味
で
あ

り
、
ア
フ
リ
カ
の
集
落
が
よ
く
使
う
方
法
で
あ

る
。
し
か
し
、
実
際
に
手
足
を
切
断
さ
れ
た
人
々

は
内
戦
の
敵
と
は
限
ら
ず
、
多
く
は
部
族
や
宗

教
が
違
う
と
い
う
だ
け
で
敵
と
見
做
さ
れ
た
人

た
ち
で
、
そ
の
中
に
は
罪
の
な
い
一
般
市
民
や

女
性
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

内
戦
は
も
と
も
と
脆
弱
だ
っ
た
ア
フ
リ
カ
の

雌
ラ
イ
オ
ン
の
活
力
を
削
ぎ
、
た
だ
ち
に
休
養

を
必
要
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
思
い
も
よ
ら

ず
数
年
後
、
内
戦
の
傷
が
癒
え
な
い
シ
エ
ラ
レ

オ
ー
ネ
で
二
〇
一
四
年
五
月
、
エ
ボ
ラ
出
血
熱

が
発
生
し
た
。
も
と
も
と
貧
し
か
っ
た
こ
の
国

は
地
獄
に
突
き
落
と
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
の
災

難
が
、
シ
エ
ラ
レ
オ
ー
ネ
共
和
国
と
い
う
名
を

シエラシオーネ

フリータウン市街地

シエラレオーネ共和国の首都フリータウンには

工業、商業が集中し、人口も１００万人を超え

ている。街は人で溢れ、商売は活気に満ちている。
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一
躍
世
界
に
知
ら
し
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

 エ
ボ
ラ
出
血
熱
が
発
生
し

国
力
が
一
層
衰
え
る

研
究
に
よ
る
と
、
エ
ボ
ラ
出
血
熱
ウ
ィ
ル
ス

の
元
凶
と
さ
れ
る
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
は
、
本
来

九
十
種
類
以
上
の
ウ
ィ
ル
ス
を
持
っ
て
い
る
と

言
わ
れ
る
。
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
は
ア
フ
リ
カ
の
部

族
に
と
っ
て
は
主
要
な
食
糧
源
の
一
つ
で
あ

り
、
そ
の
ほ
か
に
鼠
や
猿
も
食
用
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
エ
ボ
ラ
出
血
熱
の
発
生
は
、
二
〇
一
三

年
十
二
月
に
隣
国
ギ
ニ
ア
の
子
供
が
両
国
の
国

境
付
近
で
エ
ボ
ラ
出
血
熱
ウ
ィ
ル
ス
を
持
っ
た

オ
オ
コ
ウ
モ
リ
を
捕
獲
し
た
時
に
、
感
染
し
た

こ
と
が
原
因
と
さ
れ
る
。
伝
染
病
は
そ
こ
か
ら

始
ま
っ
て
収
拾
不
可
能
に
な
り
、
全
国
に
広
が

っ
た
。

シ
エ
ラ
レ
オ
ー
ネ
の
医
療
体
制
は
も
と
も
と

不
十
分
で
、
公
共
衛
生
観
念
が
不
足
し
て
い
た
。

伝
染
病
が
発
生
し
て
も
、
国
に
問
題
を
解
決
す

る
力
は
な
く
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
と
多
く
の
国
の
人
道
医

療
団
体
に
頼
る
し
か
な
か
っ
た
。
キ
ュ
ー
バ
や

韓
国
、
カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ

ン
ス
の
国
境
の
な
い
医
療
団
体
の
支
援
で
や
っ

と
、
エ
ボ
ラ
出
血
熱
の
感
染
拡
大
を
押
さ
え
込

む
こ
と
が
で
き
た
。

二
〇
一
六
年
三
月
十
七
日
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
シ

エ
ラ
レ
オ
ー
ネ
の
エ
ボ
ラ
出
血
熱
緊
急

事
態
を
解
除
し
た
。
統
計
に
よ
る
と
、

二
〇
一
四
年
五
月
に
感
染
が
確
認
さ
れ

て
か
ら
、
シ
エ
ラ
レ
オ
ー
ネ
国
内
で
感

染
し
た
人
の
数
は
一
万
四
千
百
二
十
四

人
に
達
し
、
三
千
九
百
五
十
六
人
が
亡

く
な
っ
た
。
そ
れ
が
収
ま
っ
て
も
、
西

シエラシオーネ

内
戦
の
被
害
者

　
ニ
ュ
ー
ト
ン
地
区
に
住
む
こ
の
足
を
切
断
さ
れ
た

女
性
は
内
戦
の
被
害
者
で
あ
る
。
ア
フ
リ
カ
で
は

昔
か
ら
部
族
間
の
戦
い
で
勝
っ
た
方
が
敵
の
手
や

片
足
ま
た
は
両
足
を
切
断
し
て
威
嚇
す
る
習
慣
が

あ
る
。
内
戦
中
に
か
な
り
の
数
の
人
が
手
足
を
切

断
さ
れ
て
お
り
、
罪
の
な
い
一
般
市
民
も
多
く
犠

牲
に
な
っ
て
い
る
。
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●スラム街の簡単な小商い。

●地区は狭く、娯楽に欠け、子供は空き缶を叩いて遊んでいた。
●子豚が蓋のない排水溝で食べ物を漁っていた。人と家畜が共生して

おり、現地の人はそれを普通に思っている。

シエラシオーネ

クルーベイのスラム街はフリータウンの海辺沿いにあり、約

６万人が住んでいる。その面積はサッカー場２、３個分の広さで、

各家に水道は引かれておらず、公共の蛇口を使うしかない。ま

た、電気も合法的には敷かれておらず、電気は各自でどうにか

しなくてはならない。そこは湿っぽくて蒸し暑く、風通しが悪

い。人口が密集し、衛生環境が劣悪なので、疫病を防ぎきれない。

一旦伝染病が発生すれば、収拾不可能になる。エボラ出血熱の

大流行はその一例である。

❚クルーベイスラム街
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ア
フ
リ
カ
の
雌
ラ
イ
オ
ン
は
息
も
絶
え
絶
え
に

な
り
、
国
際
支
援
が
待
た
れ
る
。

話
は
こ
こ
で
終
わ
ら
な
い
。
エ
ボ
ラ
出
血
熱

が
勃
発
し
た
頃
、
台
湾
の
慈
済
基
金
会
は
シ
エ

ラ
レ
オ
ー
ネ
の
状
況
に
気
づ
き
、
支
援
す
る
方

法
を
探
っ
て
い
た
。

シ
エ
ラ
レ
オ
ー
ネ
出
身
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・

フ
ォ
ン
バ
師
兄
の
伝
を
頼
っ
て
、
慈
済
は
現
地

の
慈
善
団
体
、
カ
リ
タ
ス
フ
リ
ー
タ
ウ
ン
基
金

会
（C

a
r
i
t
a
s
 
F
r
e
e
t
o
w
n
 
F
o
u
n
d
a
t
i
o
n

）

と

ヒ
ー
リ
ー
国
際
災
害
支
援
基
金
会
（H

e
a
l
e
y
 

I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 
R
e
l
i
e
f
 
F
o
u
n
d
a
t
i
o
n

，

略

し
てH

I
R
F

）
と
共
同
で
支
援
す
る
覚
え
書
き
に

調
印
し
た
。

互
い
の
協
力
の
下
、
慈
済
は
二
〇
一
五
年
三

月
に
物
資
の
支
援
を
初
め
て
同
国
で
行
っ
た
。

当
時
は
伝
染
病
が
ま
だ
流
行
っ
て
い
た
た
め
、

慈
済
か
ら
の
支
援
物
資
は
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
が
代

表
で
現
地
の
協
力
者
を
通
し
て
配
付
し
た
。

二
〇
一
六
年
三
月
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
シ
エ
ラ
レ
オ

ー
ネ
で
の
エ
ボ
ラ
出
血
熱
の
終
息
を
宣
言
し

た
。
四
月
、
慈
済
は
二
回
目
の
ケ
ア
と
配
付
活

動
を
行
っ
た
。

二
〇
一
六
年
九
月
下
旬
、
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
一
行
七
人
が
ア
メ
リ
カ
と
台
湾
か
ら
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
を
経
由
し
て
シ
エ
ラ
レ
オ
ー
ネ
に
到
着

し
、
現
地
の
協
力
者
と
フ
リ
ー
タ
ウ
ン
で
一
週

間
に
及
ぶ
米
の
配
付
と
ケ
ア
活
動
を
展
開
し

た
。
そ
し
て
、
現
地
及
び
外
国
の
医
療
団
体
や

慈
善
団
体
を
訪
問
し
た
。
互
い
に
団
体
の
理
念

を
理
解
す
る
こ
と
で
協
力
す
る
機
会
を
見
つ

け
、
シ
エ
ラ
レ
オ
ー
ネ
が
直
面
し
て
い
る
難
題

の
解
決
に
力
を
尽
く
す
こ
と
を
願
っ
た
。

昨
年
、
慈
済
は
台
湾
農
協
が
提
供
し
た
二
百

ト
ン
の
白
米
を
同
国
に
寄
贈
し
た
。
ヒ
ー
リ
ー

基
金
会
と
カ
リ
タ
ス
基
金
会
、
ラ
ニ
ー
基
金

会
（L

a
n
y
i
 
F
o
u
n
d
a
t
i
o
n

）
は
共
同
で
配
付
活

動
で
の
移
動
経
路
の
決
定
や
交
通
整
理
、
米
の

運
搬
、
対
象
世
帯
の
名
簿
作
成
な
ど
を
手
伝
っ

た
。
九
月
二
十
七
日
、
三
回
目
に
到
着
し
た
白

米
六
十
ト
ン
の
配
付
が
行
わ
れ
た
。

配
付
活
動
の
式
典
は
フ
リ
ー
タ
ウ
ン
の
ニ
ュ

シエラシオーネ

●
５
月
か
ら
１
１
月
は
シ
エ
ラ
レ
オ
ー
ネ
の
雨
季
。
９
月

に
配
付
活
動
し
た
時
は
そ
の
真
っ
た
だ
中
で
、
大
雨
で
砂

利
道
が
ぬ
か
る
み
、
配
付
物
資
を
積
ん
だ
ト
ラ
ッ
ク
が
立

ち
往
生
し
た
た
め
、
予
定
が
大
幅
に
乱
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
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ー
ト
ン
地
区
で
行
わ
れ
た
。
ニ
ュ
ー
ト
ン
地
区

は
内
戦
時
に
手
足
を
切
断
さ
れ
た
二
十
世
帯
の

人
と
百
五
十
人
を
超
え
る
住
民
が
住
ん
で
い
る

が
、
政
府
は
被
害
者
に
何
ら
の
救
援
措
置
も
取

っ
て
い
な
い
。
百
三
十
九
袋
の
白
米
は
一
袋
十

キ
ロ
で
、
ト
ラ
ッ
ク
で
ニ
ュ
ー
ト
ン
地
区
に
運

ば
れ
、
二
十
一
人
の
現
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
配

付
役
を
受
け
持
っ
た
。
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

現
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
感
謝
し
た
。

ニ
ュ
ー
ト
ン
地
区
で
の
配
付
活
動
は
円
満
に

終
了
し
、
全
て
の
団
体
は
東
の
町
ボ
ー
に
移
動

し
た
。
彼
ら
は
ホ
テ
ル
に
着
く
前
に
「
コ
ミ
ッ

ト
ア
ン
ド
ア
ク
ト
基
金
会
（C

o
m
m
i
t
 
a
n
d
 
A
c
t
  

F
o
u
n
d
a
t
i
o
n

）
」
を
訪
れ
た
。
そ
の
基
金
会
の

主
な
活
動
は
虐
待
を
受
け
た
子
供
や
女
性
の
ケ

ア
で
あ
り
、
基
金
会
自
体
、
慈
済
が
支
援
す
る

団
体
の
一
つ
で
も
あ
る
。

九
月
二
十
八
日
朝
、
ボ
ー
か
ら
東
部
の
町
コ

イ
ン
ド
ゥ
に
向
け
て
出
発
し
た
。
出
発
し
て
間

も
な
く
、
様
々
な
困
難
が
待
ち
受
け
て
い
た
。

白
米
を
積
ん
だ
ト
ラ
ッ
ク
の
タ
イ
ヤ
が
パ
ン
ク

し
た
た
め
、
百
八
十
袋
の
白
米
を
人
を
乗
せ
た

三
台
の
車
に
分
け
て
積
み
替
え
て
か
ら
再
度
出

発
し
た
。
道
中
十
七
キ
ロ
に
渡
っ
て
泥
の
山
道

だ
っ
た
が
、
午
後
三
時
に
や
っ
と
コ
イ
ン
ド
ゥ

地
区
に
到
着
し
た
。
そ
こ
は
シ
エ
ラ
レ
オ
ー
ネ

で
の
エ
ボ
ラ
出
血
熱
発
生
の
地
で
あ
る
。

皆
、
時
間
を
無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
、
協
力

シエラシオーネ

●
ニ
ュ
ー
ト
ン
地
区
で
配
付
活
動
を
行
い
、
民
衆
は
喜
び

と
共
に
白
米
を
受
け
取
っ
た
。
こ
の
地
区
に
は
内
戦
で
手

足
を
切
断
さ
れ
た
人
約
１
５
０
人
が
定
住
し
て
い
る
。
エ

ボ
ラ
孤
児
も
収
容
し
て
い
る
が
、
政
府
の
支
援
は
不
足
し

て
い
る
。

●
（
左
）
内
戦
で
腕
を
切
断
さ
れ
た
貧
し
い
人
が
笑
顔
で

米
を
受
け
取
り
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
感
謝
し
合
っ
た
。
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し
て
白
米
を
車
か
ら
下
ろ
し
、
青
色
の
ビ
ニ
ー

ル
シ
ー
ト
に
き
れ
い
に
並
べ
た
。
配
付
が
始
ま

る
前
、
「
慈
済
は
エ
ボ
ラ
出
血
熱
が
収
ま
っ
た

後
、
コ
イ
ン
ド
ゥ
地
区
に
来
て
白
米
を
配
付
し

て
く
れ
た
唯
一
の
団
体
で
す
」
と
村
長
が
談
話

を
述
べ
た
。

 人
道
支
援
は
先
人
に
続
く

コ
イ
ン
ド
ゥ
地
区
で
は
五
十
四
世
帯
が
エ
ボ

ラ
出
血
熱
に
感
染
し
た
が
、
幸
い
に
生
き
延
び

た
ほ
か
、
四
十
数
人
の
エ
ボ
ラ
孤
児
が
こ
こ
に

定
住
し
て
い
る
。
慈
済
は
百
七
十
一
袋
の
白
米

を
配
付
し
た
。

急
場
を
凌
ぐ
だ
け
の
わ
ず
か
な
白
米
を
配
付

す
る
た
め
に
、
遥
か
遠
い
国
に
出
か
け
る
意
味

が
あ
る
の
か
と
疑
問
に
思
う
人
も
い
る
は
ず
で

あ
る
。
そ
れ
に
答
え
る
前
に
こ
れ
か
ら
お
話
す

る
こ
と
を
聞
い
て
、
参
考
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

シ
エ
ラ
レ
オ
ー
ネ
で
エ
ボ
ラ
出
血
熱
が
猛
威

を
ふ
る
っ
て
い
た
時
、
少
な
か
ら
ぬ
国
内
外
の

医
療
人
員
が
世
界
の
医
療
史
上
で
も
最
も
熾
烈

を
極
め
る
伝
染
病
と
の
戦
い
に
参
入
し
た
。
二

年
後
、
伝
染
病
は
抑
え
ら
れ
た
が
、
こ
の
世
紀

の
伝
染
病
は
三
千
九
百
五
十
六
人
の
命
を
奪
っ

た
。
そ
の
中
に
は
一
般
市
民
の
ほ
か
、
優
秀
な

医
療
人
員
や
外
国
か
ら
支
援
し
に
来
た
人
員
も

含
ま
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
犠
牲
と
な
っ
た
人
材
は
、
も
と
は
シ

エ
ラ
レ
オ
ー
ネ
か
ら
遠
く
離
れ
た
場
所
に
暮
ら

し
、
こ
の
戦
い
に
命
を
か
け
て
参
加
す
る
必
要

は
な
か
っ
た
の
に
、
異
郷
で
命
を
落
と
し
て
し

ま
っ
た
。
何
の
た
め
に
？　

そ
の
行
動
に
意
味

が
あ
る
の
か
？　

私
が
彼
ら
に
代
わ
っ
て
答
え

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
彼
ら
が
恨
み

も
悔
い
も
な
く
、
こ
の
伝
染
病
と
の
戦
い
に
身

を
投
じ
た
こ
と
を
知
っ
て
、
あ
る
道
理
を
理
解

し
た
。
医
療
従
事
者
と
し
て
感
染
地
域
は
戦
場

シエラシオーネ

●
コ
イ
ン
ド
ゥ
で
配
付
す
る
前
に
記
念
撮
影
を
し
た
。
コ

イ
ン
ド
ゥ
は
シ
エ
ラ
レ
オ
ー
ネ
の
エ
ボ
ラ
出
血
熱
発
生
の

地
で
、
状
況
は
熾
烈
を
極
め
た
。
慈
済
は
エ
ボ
ラ
出
血
熱

感
染
が
落
ち
着
い
た
後
に
米
を
配
付
し
た
唯
一
の
外
国
の

団
体
で
あ
る
。
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で
あ
り
、
自
分
の
能
力
を
発
揮
し
て
貢
献
で
き

る
檜
舞
台
で
も
あ
る
。
例
え
、
不
幸
に
し
て
命

を
落
と
し
て
も
医
者
と
し
て
の
本
望
だ
っ
た
に

違
い
な
い
。

エ
ボ
ラ
出
血
熱
が
も
た
ら
し
た
後
遺
症
を
直

接
見
る
こ
と
が
な
い
人
や
、
シ
エ
ラ
レ
オ
ー
ネ

か
ら
遠
く
離
れ
て
伝
染
病
の
状
況
に
特
別
に
注

意
を
払
っ
て
い
な
か
っ
た
人
が
、
こ
れ
ら
医
療

人
員
の
奉
仕
と
犠
牲
の
意
義
を
語
る
の
は
と
て

も
難
し
い
。

進
ん
で
戦
い
に
身
を
投
じ
た
彼
ら
は
、
人
間

が
持
っ
て
生
ま
れ
た
人
道
精
神
を
私
た
ち
に
見

せ
て
く
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
人
間
の
本
質
は
、

災
害
が
起
き
た
時
に
突
出
す
る
も
の
で
あ
る
。

そのような特別な状況下では

、
必

ず
国
際
的
な
人
道
支
援
団
体
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
出
現

す
る
。
慈
済
は
そ
の
う
ち
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
。

慈
済
の
人
道
支
援
は
ほ
と
ん
ど
が
一
過
性
の

も
の
で
は
な
く
、
長
期
的
に
続
け
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
。
シ
エ
ラ
レ
オ
ー
ネ
で
の
人
道
支
援
と

ケ
ア
も
こ
の
方
式
に
則
っ
て
い
る
。
状
況
が
許

す
限
り
、
慈
済
の
足
跡
は
必
ず
、
再
び
西
ア
フ

リ
カ
に
出
現
す
る
は
ず
で
あ
る
。
一
週
間
の
配

付
活
動
の
間
に
皆
で
現
地
の
慈
善
団
体
を
訪
問

し
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
理
由
が
こ
こ
に
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
交
流
を
通
し
て
互
い
の
経
験

を
学
び
取
り
、
情
報
交
換
す
る
こ
と
で
、
将
来

の
ケ
ア
や
支
援
活
動
に
役
立
て
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

配
付
と
訪
問
活
動
を
終
え
た
後
、
慈
済
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
各
自
多
く
の
資
料
を
抱
え
て
所
属

す
る
国
に
帰
っ
て
、
シ
エ
ラ
レ
オ
ー
ネ
で
の
配

付
と
ケ
ア
の
成
果
を
報
告
し
、
次
回
の
活
動
に

最
適
の
時
期
と
場
所
を
決
め
る
た
め
に
資
料
を

研
究
し
た
。

そ
ん
な
時
、
今
度
は
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
マ
シ
ュ

ー
が
カ
リ
ブ
海
の
島
々
を
襲
い
、
六
百
人
以
上

の
行
方
不
明
者
と
死
者
を
出
し
た
。
シ
エ
ラ
レ

オ
ー
ネ
か
ら
戻
っ
た
ば
か
り
の
ア
メ
リ
カ
慈
済

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
た
だ
ち
に
ハ
イ
チ
に
向
か

い
、
新
た
な
人
道
支
援
活
動
を
展
開
し
た
。

シエラシオーネ

　エボラ出血熱は急性の重い疾患で、主にコウモリを媒介とする。病原

体を持った野生動物と接触して感染する。多くの症例はアフリカで見ら

れる。人と人の感染は直接接触で起る。患者や遺体の血液、唾液、嘔吐

物、排泄物、汚水、涙などである。症状は、高熱、倦怠感、頭痛、嘔吐、

下痢及び出血などで、致死率は五割に達する。イボラ熱に対して、現段

階では予防する有効なワクチンはなく、感染してから対処療法で治療す

るしかない。

　西アフリカのシエラレオーネ共和国とリベリア、ギニアの３カ国では

２０１３年末にエボラ出血熱が大流行し、２８６００人が感染したが、

シエラレオーネがその半数を占めた。２０１５年１１月に一度、エボラ

出血熱感染危険区域から名前が外れたが、その後、再び新しい症例が発

見され、今年の３月に至ってやっと、ＷＨＯと当国政府がエボラ出血熱

流行の終結を宣言した。統計によると、３カ国で１１３００人がエボラ

出血熱で亡くなった。

　エボラ出血熱に関する知識
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カ
ル
シ
ウ
ム
で
骨
密
度
を
高
め
よ
う

◎
文
・
林
孟
荻
（
大
林
慈
済
病
院
栄
養
士
）

　
訳
・
葉
美
娥   

撮
影
・
黄
筱
哲

健康ボックス

日
常
生
活
の
中
の
ど
の
よ
う
な
習
慣
が
、
骨
粗
そ
う
症
に
な
り
や
す
く

す
る
の
で
す
か
。

ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
、
カ
ル
シ
ウ
ム
を
十
分
に
と
り
蓄
え
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

栄
養
士
が
そ
の
秘
訣
を
伝
授
し
ま
す
。
良
い
食
材
を
選
ん
で
骨
密
度
を

上
げ
ま
し
ょ
う
。

会
社
で
長
時
間
座
り
っ
ぱ
な
し
の
蕭
さ
ん
は
、
体
が
小
さ
く
、
毎
日

朝
早
く
出
て
夜
遅
く
に
帰
り
ま
す
。
い
つ
も
夜
の
七
時
か
八
時
ま
で
残

業
を
し
、
眠
気
覚
ま
し
に
一
日
一
、
二
杯
の
コ
ー
ヒ
ー
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
休
日
に
な
れ
ば
、
当
然
遅
く
ま
で
寝
て
、
そ
れ
か
ら
仲
の
良
い
友

人
た
ち
と
一
緒
に
レ
ス
ト
ラ
ン
で
美
味
し
い
料
理
を
味
わ
っ
て
ゆ
っ
く

り
過
ご
し
ま
す
。

李
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
膝
の
関
節
痛
が
発
症
し
て
以
来
、
動
作
が
遅

く
な
っ
て
、
だ
ん
だ
ん
友
達
と
山
登
り
や
運
動
を
し
な
く
な
り
ま
し
た
。

毎
日
家
に
い
て
、
部
屋
の
掃
除
や
食
事
の
支
度
、
ま
た
は
テ
レ
ビ
ば
か

り
見
て
い
ま
す
。

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
二
つ
の
お
話
の
主
人
公
で
あ
る
二
人
と

も
が
、
骨
粗
そ
う
症
の
ハ
イ
リ
ス
ク
グ
ル
ー
プ
に
入
っ
て
い
る
の
で
す
。

賢
い
読
者
は
ス
ト
ー
リ
ー
の
背
後
に
隠
れ
て
い
る
危
険
な
病
気
に
気
づ

い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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健康ボックス

 骨
粗
そ
う
症
の
ハ
イ
リ
ス
ク
グ
ル
ー
プ

性
別
と
体
型
：
女
性
、
特
に
閉
経
後
の
小
柄
な
体
型
の
人
。

生
活
習
慣
：
喫
煙
、
過
度
な
飲
酒
、
カ
フ
ェ
イ
ン
を
多
く
含
む
飲
料
、

家
に
閉
じ
こ
も
っ
て
運
動
し
な
い
人
、
カ
ル
シ
ウ
ム
を
多
く
含
む
食

物
の
摂
取
が
不
足
し
て
い
る
、
日
差
し
を
避
け
す
ぎ
ま
た
は
適
度
に

日
光
を
浴
び
な
い
。

薬
物
：
長
期
に
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
胃
薬
（
制
酸
剤
）
、
ス
テ
ロ
イ
ド

を
服
用
し
て
い
る
人
。

成
人
が
一
日
に
必
要
と
す
る
カ
ル
シ
ウ
ム
の
望
ま
し
い
摂
取
量
は
、

千
ミ
リ
グ
ラ
ム
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
二
〇
一
三
年
の
調
べ
に
よ
れ

ば
、
生
後
二
カ
月
か
ら
六
歳
ま
で
の
子
供
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
摂
取

が
ほ
ぼ
足
り
て
い
る
状
態
で
す
が
、
七
歳
以
上
の
各
年
齢
層
で
は
実

に
九
割
以
上
が
カ
ル
シ
ウ
ム
の
摂
取
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

カ
ル
シ
ウ
ム
の
摂
取
が
不
足
す
れ
ば
、
小
児
期
や
青
年
期
は
骨
の

成
長
が
不
良
と
な
り
、
成
人
や
年
配
者
は
骨
粗
そ
う
症
が
出
て
き
て
、

万
が
一
転
ん
だ
ら
、
骨
折
し
や
す
く
な
る
の
で
す
。

 そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
、
今
す
ぐ
生
活
習
慣
を
チ
ェ
ッ
ク

し
、
カ
ル
シ
ウ
ム
摂
取
量
が
不
足
し
な
い
よ
う
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

カ
フ
ェ
イ
ン
：
健
康
な
成
人
の
場
合
、
カ
フ
ェ
イ
ン
摂
取
量
は
一
日

三
百
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下
が
望
ま
し
い
で
す
。
コ
ー
ヒ
ー
を
買
う
際
に

は
含
ま
れ
て
い
る
カ
フ
ェ
イ
ン
の
量
の
表
示
を
忘
れ
ず
に
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。
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健康ボックス

炭
酸
飲
料
：
炭
酸
飲
料
に
含
ま
れ
る
リ
ン
と
い
う
成
分
は
、
腸
が
カ

ル
シ
ウ
ム
を
吸
収
す
る
の
を
妨
げ
て
し
ま
う
の
で
、
注
意
が
必
要
で

す
。
リ
ン
は
炭
酸
飲
料
だ
け
で
は
な
く
、
多
く
の
加
工
肉
食
品
に
も

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
ソ
ー
セ
ー
ジ
や
ハ
ム
な
ど
は
リ
ン
酸

塩
を
含
ん
で
お
り
、
こ
れ
も
カ
ル
シ
ウ
ム
を
腸
が
吸
収
す
る
の
を
妨

げ
ま
す
。

動
物
性
た
ん
ぱ
く
質
の
過
剰
摂
取
：
肉
類
を
摂
り
す
ぎ
る
の
も
、
カ

ル
シ
ウ
ム
の
流
失
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

高
塩
分
：
世
界
保
健
機
関 

(

Ｗ
Ｈ
Ｏ)

の
資
料
に
よ
れ
ば
、
塩
分

の
多
い
食
物
は
カ
ル
シ
ウ
ム
を
流
失
し
や
す
く
し
ま
す
。
で
す
か
ら
、

イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
類
、
缶
詰
な
ど
の
加
工
食

品
の
摂
取
を
避
け
る
べ
き
で
す
。
加
工
し
て
い
な
い
自
然
な
食
物
を

多
め
に
摂
取
し
た
ほ
う
が
よ
い
で
す
。

カ
ル
シ
ウ
ム
を
補
う
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
日
光
を
浴
び
る
の
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ

い
。

適
度
な
日
差
し
を
浴
び
る
こ
と
は
、
体
内
で
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を

生
成
す
る
の
に
役
立
ち
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
を
促
進
し
て

く
れ
ま
す
。

②
果
物
も
食
べ
ま
し
ょ
う
。

果
物
に
含
ま
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
を

助
け
ま
す
。

③
よ
く
運
動
し
ま
し
ょ
う
。

運
動
し
て
こ
そ
骨
密
度
が
ス
カ
ス
カ
に
な
る
の
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
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泉
興
畳
店

日
本
伝
来
の
技
を
受
け
継
ぎ
畳
産
業
を
守
り
続
け
る
祖
父
と
孫
の
二

人
。
李
金
水
さ
ん
は
日
本
の
畳
職
人
岡
田
さ
ん
の
下
で
三
年
半
の
指
導

を
受
け
た
後
に
こ
の
店
を
開
業
し
た
。
今
は
若
い
世
代
に
引
き
継
が
れ
、

孫
の
李
宗
勲
さ
ん
が
畳
文
化
の
再
興
を
目
指
し
て
い
る
。

日
本
の
技
を
受
け
継
ぎ
六
十
年

文
・
葉
奕
緯(

経
典
雑
誌
原
稿
編
集
担
当
者)

訳
・
青
木
芳
味

撮
影
・
顔
松
柏

【
職
人
精
神
】

◎
文/

葉
奕
緯(

経
典
雑
誌
原
稿
編
集
担
当
者)

撮
影/

顔
松
柏(

経
典
雑
誌
撮
影
担
当
者)

訳
・
青
木
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「
朝
の
お
茶
を
一
杯
ど
う
ぞ
！　

私
が
夜
中

の
四
時
に
起
き
て
煮
出
し
た
お
茶
だ
よ
」
。
親

切
な
呼
び
声
は
、
親
子
二
代
で
経
営
す
る
紅
茶

店
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
。
台
南
市
内
の
新
美
街

の
両
側
に
立
ち
並
ぶ
建
物
は
少
な
く
と
も
三
階

以
上
の
高
さ
が
あ
る
。
明
る
い
太
陽
が
降
り
注

ぐ
こ
の
通
り
、
実
は
海
が
埋
め
立
て
ら
れ
て
陸

地
と
な
る
前
は
五
條
港
と
い
う
運
河
で
、
海
上

貿
易
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
場
所
だ
っ
た
の

だ
。
新
美
街
は
港
に
一
番
近
い
南
北
に
走
る
通

り
で
、
か
つ
て
は
「
帆
寮
街
」
と
呼
ば
れ
、
と

て
も
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。
街
の
一
角
に
は
淡
い

灰
色
の
建
物
が
ず
ら
り
と
並
び
、
そ
の
片
隅
に

清
々
し
い
イ
グ
サ
の
香
り
を
放
つ
一
軒
の
家
が

あ
る
。

近
く
へ
行
っ
て
の
ぞ
い
て
み
る
と
、
手
首
に

緑
色
の
「
手
当
て
」 (

三
角
形
の
鉄
が
入
っ
た

指
ぬ
き
の
よ
う
な
道
具)

を
巻
き
つ
け
た
一
人

の
職
人
が
底
の
青
い
畳
床
の
脇
に
座
り
込
み
、

三
角
形
の
木
の
尺
を
持
っ
て
そ
の
長
さ
や
幅
を

測
っ
て
い
た
。
そ
の
傍
ら
で
は
、
目
つ
き
の
鋭

い
若
者
が
一
人
、
汗
で
髪
を
び
っ
し
ょ
り
に
さ

せ
、
息
を
切
ら
せ
な
が
ら
畳
を
ト
ラ
ッ
ク
に
運

び
込
ん
で
い
る
。
戸
口
で
は
、
も
み
上
げ
も
す

っ
か
り
銀
色
に
染
ま
っ
た
九
十
歳
ほ
ど
の
老
人

が
、
白
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
椅
子
に
腰
か
け
、

細
く
長
く
続
く
新
美
街
の
通
り
を
深
い
眼
差
し

で
眺
め
て
い
る
。
こ
こ
は
一
九
二
〇
年
代
に
開

業
し
た
老
舗
の
畳
店
で
、
こ
の
職
人
は
こ
の
店

の
ベ
テ
ラ
ン
の
畳
職
人
。
老
人
は
か
つ
て
日
本

教
育
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
李
金
水
さ
ん
で
、

泉
興
畳
店
の
創
業
者
で
も
あ
り
、
国
宝
級
の
畳

職
人
で
も
あ
る
。
そ
し
て
若
者
は
現
在
台
湾
最

年
少
の
畳
職
人
、
李
宗
勲
さ
ん
で
、
李
金
水
さ

ん
の
孫
に
あ
た
る
。

日
本
統
治
時
代
、
台
南
は
米
や
砂
糖
な
ど
の

産
物
が
豊
富
に
採
れ
て
輸
出
が
非
常
に
盛
ん
に

行
わ
れ
、
日
本
人
に
重
視
さ
れ
て
い
た
た
め
、

古
い
建
物
の
多
く
に
日
本
風
の
間
取
り
が
見
ら

れ
る
。
通
常
、
建
物
を
建
設
す
る
際
に
は
あ
ら

か
じ
め
畳
何
畳
分
と
い
っ
た
大
き
さ
で
の
設
計

が
な
さ
れ
（
「
一
畳
」
の
サ
イ
ズ
は
九
十
セ
ン

チ
×
百
八
十
セ
ン
チ
）
、
畳
は
長
方
形
や
正
方

形
に
敷
か
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
伝
統
的
な

居
間
の
広
さ
は
五
畳
半
、
茶
室
と
和
室
は
約
四

畳
半
と
な
っ
て
い
る
。
「
畳
」
と
い
う
漢
字
は

日
本
語
で
「
た
た
み
」
と
読
み
、
そ
れ
を
音
訳

し
て
「
榻タ

タ

ミ

榻
米
」
と
い
う
字
が
当
て
ら
れ
た
。

畳
は
客
人
に
寝
た
り
坐
っ
た
り
す
る
空
間
を
提

供
す
る
家
具
の
一
つ
で
も
あ
り
、
日
本
で
は
よ

く
畳
の
枚
数
が
部
屋
の
広
さ
を
表
す
単
位
と
し

て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

 

日
本
の
技
を
初
め
て
伝
授

 

一
九
二
六
年
生
ま
れ
の
李
金
水
さ
ん
は
日
本



2017・139 慈済ものがたり 38

教
育
を
受
け
て
育
っ
た
が
、
小
学
校
し
か
卒
業

し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
日
本
か
ら
や
っ
て
来

た
畳
職
人
、
岡
田
さ
ん
の
下
で
畳
作
り
を
学
ぶ

決
意
を
し
た
。
し
か
し
ち
ょ
う
ど
第
二
次
世
界

大
戦
終
結
の
時
期
と
重
な
り
、
岡
田
さ
ん
は
李

金
水
さ
ん
へ
の
指
導
を
終
え
る
と
間
も
な
く
台

湾
を
離
れ
る
こ
と
に
な
る
。
李
金
水
さ
ん
は
当

時
二
十
歳
。
計
三
年
六
カ
月
の
修
業
の
後
に
一

人
前
の
職
人
と
な
っ
た
。

李
金
水
さ
ん
は
初
め
の
頃
は
高
雄
へ
行
き
、

人
に
雇
わ
れ
る
形
で
働
い
て
い
た
が
、
三
十
歳

を
過
ぎ
て
か
ら
新
美
街
に
戻
り
、
自
分
の
店
を

開
業
し
た
。
毎
日
朝
八
時
か
ら
夕
方
ま
で
働

き
、
一
カ
月
あ
た
り
優
に
六
、
七
千
元
は
稼
い

●
手
仕
事
で
畳
を
製
造
す
る
業
者
は
台
湾
全
土
で
も
わ
ず

か
３
軒
し
か
残
っ
て
い
な
い
。
木
製
の
三
角
定
規
で
寸
法

を
取
る
熟
練
の
職
人
が
、
三
代
に
わ
た
る
伝
統
の
技
を
今

に
伝
え
る(

左
図)

。
畳
に
は
厚
さ
２
５
セ
ン
チ
を
５
セ
ン

チ
に
圧
縮
し
た
良
質
の
材
料
を
用
い
て
い
る
。
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だ
。
当
時
の
警
備
員
の
月
給
が
二
十
元
程
度
だ

っ
た
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
そ
の
時
代
の
畳
は

贅
沢
品
で
、
非
常
に
収
入
の
高
い
仕
事
で
あ
っ

た
と
言
え
る
。
泉
興
畳
店
は
砂
糖
工
場
か
ら
政

府
機
関
、
警
察
官
宿
舎
、
嘉
南
大
圳
に
至
る
ま

で
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
所
か
ら
の
注
文
を
受
け
、

事
業
は
う
な
ぎ
登
り
に
成
長
し
た
。
し
か
し
近

年
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
林
立
し
、
畳
が
マ
ッ
ト

レ
ス
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、

市
場
は
次
第
に
収
縮
、
衰
退
し
て
い
き
、
か
つ

て
は
台
南
だ
け
で
も
十
一
軒
以
上
あ
っ
た
畳
店

が
、
今
で
は
手
仕
事
を
頑
な
に
守
り
続
け
る
畳

店
は
台
湾
全
土
で
も
わ
ず
か
三
軒
の
み
と
な
っ

て
い
る
。
畳
職
人
の
年
齢
も
ほ
と
ん
ど
が
七
、

八
十
歳
代
で
、
若
い
弟
子
た
ち
は
次
々
と
転
業

し
、
畳
業
界
で
は
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。

李
金
水
さ
ん
は
こ
の
七
十
年
間
で
少
な
く
と

も
十
万
枚
以
上
の
畳
を
売
っ
て
お
り
、
自
分
が

こ
の
仕
事
に
こ
だ
わ
り
を
持
ち
な
が
ら
一
生
続

け
て
く
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
一
番
最
初
に

日
本
人
の
師
匠
に
師
事
し
て
学
ん
だ
経
験
が
あ

っ
た
か
ら
、
そ
し
て
次
第
に
畳
に
対
す
る
愛
着

が
湧
き
、
畳
を
単
な
る
商
品
と
し
て
で
は
な
く

一
つ
一
つ
の
作
品
と
し
て
見
る
よ
う
に
な
っ
た

か
ら
だ
と
語
る
。
そ
ん
な
彼
も
、
八
十
歳
を
超

え
る
と
体
に
支
障
を
き
た
す
よ
う
に
な
り
、
事

故
が
原
因
で
右
足
を
手
術
し
金
属
ボ
ル
ト
を
入

れ
た
こ
と
か
ら
、
つ
い
に
技
と
事
業
を
孫
の
手

に
譲
り
渡
す
決
意
を
し
た
の
で
あ
る
。

李
金
水
さ
ん
の
四
人
の
子
供
た
ち
は
皆
そ
れ

ぞ
れ
に
志
が
あ
り
、
父
親
の
仕
事
を
引
き
継
ぐ

者
が
一
人
も
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
商
機

に
湧
く
中
国
福
建
省
で
の
学
業
を
終
え
て
帰
国

し
、
就
職
活
動
を
始
め
た
ば
か
り
の
孫
・
李
宗

勲
さ
ん
が
、
家
族
が
賛
否
両
論
で
二
分
す
る
中
、

泉
興
畳
店
の
後
継
ぎ
と
な
る
こ
と
が
決
ま
っ
た

の
で
あ
る
。
現
在
二
十
八
歳
の
李
宗
勲
さ
ん
は
、

か
つ
て
中
国
に
い
た
時
に
は
お
洒
落
な
貴
公
子

だ
っ
た
。
商
売
に
従
事
す
る
家
族
と
共
に
様
々

な
大
き
な
局
面
に
遭
遇
し
た
こ
と
も
あ
り
、
豪

快
で
さ
っ
ぱ
り
し
た
性
格
か
ら
多
く
の
商
業
界

の
著
名
人
を
友
人
に
持
っ
て
い
る
。
一
九
九
九

年
、
中
国
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
平
均
月
収
が

六
百
人
民
元
で
あ
っ
た
こ
ろ
、
毎
月
一
万
元
以

上
も
の
小
遣
い
を
使
う
人
間
は
「
万
元
戸
」
と

呼
ば
れ
、
李
宗
勲
氏
も
そ
の
中
の
一
人
だ
っ
た
。

し
か
し
彼
は
祖
父
李
金
水
さ
ん
の
プ
ロ
精
神

に
尊
敬
の
念
を
抱
い
て
い
る
。
祖
父
は
「
職

人
」
と
は
何
か
を
知
ら
な
い
が
、
彼
が
た
び
た

び
口
に
す
る
「
技
の
人
」
に
必
要
と
さ
れ
る
規

則
正
し
い
生
き
方
は
、
ま
さ
に
職
人
の
精
神
と

根
本
で
深
く
繋
が
っ
て
い
る
と
感
じ
た
。
李
宗

勲
さ
ん
は
祖
父
の
厳
し
い
手
ほ
ど
き
の
下
、
毎

晩
早
い
時
間
に
就
寝
し
、
早
朝
五
時
に
起
き
て

仕
事
を
し
た
。
「
こ
う
す
る
ん
だ
。
や
っ
て
み

ろ
！　

俺
は
一
度
し
か
や
っ
て
見
せ
な
い
ぞ
」
。
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基
準
と
な
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
存
在
せ
ず
、
あ
る

の
は
た
だ
祖
父
の
経
験
と
繰
り
返
さ
れ
る
叱
咤

の
み
。
李
宗
勲
さ
ん
は
修
行
の
間
、
何
百
回
も

刺
し
針
を
手
に
刺
し
、
毎
日
畳
の
前
に
し
ゃ
が

み
込
ん
で
作
業
す
る
た
め
足
腰
は
痛
み
、
か
つ

て
の
華
々
し
い
生
活
か
ら
遠
く
離
れ
た
寂
し
さ

や
物
足
り
な
さ
に
耐
え
続
け
た
。
そ
し
て
三
年

六
カ
月
に
お
よ
ぶ
辛
い
修
行
の
末
、
つ
い
に
一

人
前
の
職
人
と
し
て
認
め
ら
れ
、
店
を
任
せ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
李
金
水
さ
ん

は
そ
の
時
す
で
に
か
な
り
の
高
齢
に
達
し
て
お

り
、
九
十
歳
に
差
し
か
か
ろ
う
と
し
て
い
た
。

私
た
ち
が
取
材
に
訪
れ
た
時
は
、
す
で
に
引
退

し
て
か
ら
十
年
近
く
が
経
っ
て
い
た
。 

現
代
に
お
け
る
畳
の
製
造
工
程

 

李
宗
勲
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
語
る
。
「
祖
父

の
教
え
方
は
、
順
を
追
っ
て
徐
々
に
極
め
て
い

く
日
本
伝
統
の
修
行
法
『
守
・
破
・
離
』
に
則

っ
て
い
ま
す
。
師
匠
が
弟
子
と
同
じ
時
と
空
間

を
共
有
し
な
が
ら
一
歩
一
歩
自
分
の
経
験
を
伝

授
し
、
職
人
と
し
て
必
要
と
さ
れ
る
全
て
の
知

識
を
習
得
さ
せ
ま
す
。
そ
れ
か
ら
自
分
の
考
え

を
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
が
許
さ
れ
、
一
つ
の

や
り
方
に
と
ら
わ
れ
ず
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と

を
学
び
、
そ
し
て
最
後
に
師
匠
が
伝
授
し
た
技

を
完
全
に
自
分
の
も
の
に
し
た
上
で
、
独
自
の

新
し
い
も
の
を
生
み
出
し
、
そ
れ
を
確
立
し
て

1. 寸法を定め、端の余分な部分を切り落

とす。

2. 畳表を被せたら待ち針で固定し、縫い

上げていく。

4. 閉め鉤で糸を締め、四つ角の縫い合わ

せ部分を強化する。

3. 畳縁の絵柄を選定し、縁引き針で四つ

角に固定しながら縫い付ける。

　　畳の製造



2017・145 慈済ものがたり 44

こ
そ
、
よ
う
や
く
一
人
前
に
な
る
の

で
す
」
。
木
工
職
人
と
し
て
五
十
年
以

上
の
経
歴
を
持
つ
日
本
の
秋
山
利
輝

氏
も
、
そ
の
著
書
『
一
流
を
育
て
る 

秋
山
木
工
の
「
職
人
心
得
」
』
の
中
で
、

「
い
わ
ゆ
る
守
・
破
・
離
と
は
、
師
弟

関
係
を
基
礎
と
し
て
一
流
に
な
る
た

め
の
路
で
あ
る
」
と
語
っ
て
い
る
。

畳
一
畳
の
重
さ
は
約
二
十
五
か
ら

三
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
あ
り
、
畳
は
三
つ

の
構
造
に
分
け
ら
れ
る
。
一
番
下
の

層
は
防
虫
の
た
め
の
ク
ラ
フ
ト
紙
で
、

破
れ
防
止
の
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
を
一

層
プ
ラ
ス
し
て
お
り
、
中
間
の
層
は

藁
で
で
き
た
畳
床
。
そ
し
て
一
番
上
に
イ
グ
サ

で
で
き
た
畳
表
を
被
せ
、
両
側
を
織
布
で
包
む

よ
う
に
縫
い
合
わ
せ
て
い
る
。
布
の
表
面
に
は

日
本
の
伝
統
的
な
柄
が
あ
し
ら
わ
れ
て
お
り
、

畳
縁
と
呼
ば
れ
る
。
現
在
、
泉
興
畳
店
で
は
畳

床
や
畳
表
な
ど
の
半
製
品
を
そ
れ
ぞ
れ
別
々
の

メ
ー
カ
ー
か
ら
買
い
入
れ
、
店
で
畳
に
加
工
し

て
い
る
が
、
通
常
の
規
格
の
畳
を
一
枚
作
る
の

に
少
な
く
と
も
九
十
分
の
時
間
を
要
す
る
。
ま

ず
李
宗
勲
さ
ん
が
仕
入
れ
た
畳
床
を
店
内
に
運

び
込
み
、
四
辺
の
不
要
な
部
分
を
切
り
落
と
し
、

指
定
さ
れ
た
形
に
裁
断
し
た
後
、
顧
客
の
指
定

し
た
材
質
の
畳
表
を
被
せ
て
両
端
を
リ
ボ
ン
の

よ
う
な
形
状
を
し
た
畳
縁
で
包
み
込
み
、
最
後

に
ナ
イ
ロ
ン
の
糸
で
畳
床
・
畳
表
・
畳
縁
の
三

つ
を
し
っ
か
り
と
締
め
合
わ
せ
た
ら
完
成
と
な

る
。李

宗
勲
さ
ん
が
最
も
難
し
い
と
感
じ
る
の
は

採
寸
で
あ
る
。
数
と
大
き
さ
が
ぴ
っ
た
り
と
合

っ
た
畳
を
製
造
す
る
た
め
に
は
、
巻
き
尺
と
木

製
の
三
角
定
規
を
持
っ
て
顧
客
の
住
ま
い
へ
行

き
、
ス
ペ
ー
ス
の
広
さ
を
計
測
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
ま
た
、
畳
の
製
造
方
法
は
二
つ
の
流

派
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
は
泉
興
畳

店
が
採
用
し
て
い
る
文
成
派
。
も
う
一
つ
は
武

成
派
で
あ
る
。
文
成
派
は
職
人
を
顧
客
の
家
に

派
遣
し
て
採
寸
を
行
い
、
必
要
と
さ
れ
る
正
確

な
寸
法
を
そ
の
場
で
紙
の
上
に
書
き
記
し
、
店

●日に日に磨り減っていく畳包丁が、職人の手仕事へのこだわりを象徴

している。縁引き針を収納する木箱や畳の縁を定めるに用いる。渡など

の道具は先代から二代にわたって受け継がれている。
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に
戻
っ
て
製
品
を
完
成
さ
せ
た
後
、
畳
を
顧
客

の
家
に
届
け
て
作
業
が
終
了
と
な
る
。
一
方
、

武
成
派
は
、
職
人
が
現
場
に
行
っ
て
採
寸
し
な

が
ら
同
時
に
畳
を
製
造
し
、
一
度
足
を
運
ん
だ

だ
け
で
製
品
を
完
成
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ

る
が
、
こ
の
方
法
を
採
用
し
て
い
る
業
者
は
比

較
的
少
な
い
。

 職
人
の
心
得
と
技
を
会
得
し

新
た
な
形
を
創
り
出
す

 

李
宗
勲
さ
ん
は
こ
の
伝
統
工
芸
に
対
し
て
、

最
終
的
に
は
畳
と
い
う
文
化
を
再
生
さ
せ
た
い

と
い
う
願
い
を
抱
い
て
い
る
。
現
在
手
仕
事
で

製
造
す
る
畳
店
が
台
湾
で
わ
ず
か
三
軒
の
み
と

な
っ
て
い
る
状
況
に
お
い
て
、
い
か
に
畳
製
造

の
機
械
化
の
誘
惑
に
打
ち
勝
つ
か
が
職
人
た
ち

の
一
つ
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
し
か
し
李
宗

勲
さ
ん
は
自
身
の
得
意
分
野
か
ら
そ
の
答
え
を

見
つ
け
出
し
た
。

顧
客
グ
ル
ー
プ
の
点
に
つ
い
て
言
え
ば
、
李

金
水
さ
ん
の
時
代
の
顧
客
は
台
南
市
だ
け
に
限

ら
れ
て
お
り
、
畳
を
顧
客
の
家
ま
で
郵
送
す
る

と
い
う
方
法
を
取
っ
て
い
た
が
、
李
宗
勲
さ
ん

は
こ
れ
ま
で
の
や
り
方
を
改
め
、
自
ら
が
車
を

運
転
し
て
顧
客
の
家
へ
赴
き
、
計
測
も
搬
入
も

一
手
に
引
き
受
け
る
こ
と
に
し
た
。
ま
た
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
て
新
た
な
顧
客
グ
ル

ー
プ
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
り
、
各
メ
デ

ィ
ア
に
よ
っ
て
盛
ん
に
報
道
さ
れ
た
り
し
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
泉
興
畳
店
の
顧
客
は
多
様
化
し
、

ロ
シ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
、
カ
ナ
ダ
な
ど
海
外
か
ら

の
注
文
も
数
多
く
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
李

宗
勲
さ
ん
は
ま
た
こ
れ
ま
で
に
、
畳
表
の
種
類

に
よ
る
違
い
や
手
入
れ
の
し
か
た
に
つ
い
て
し

き
り
に
尋
ね
て
く
る
客
や
、
部
屋
の
形
に
合
わ

せ
て
半
円
形
の
畳
を
作
っ
て
ほ
し
い
、
あ
る
い

は
収
納
が
可
能
な
畳
を
作
っ
て
ほ
し
い
と
要
望

す
る
客
な
ど
、
要
求
の
高
い
顧
客
に
も
遭
遇
し

て
き
た
が
、
前
例
が
な
い
場
合
、
自
分
自
身
が

努
力
し
て
模
索
し
勉
強
す
る
よ
り
仕
方
が
な

い
。
そ
ん
な
中
で
知
恵
を
絞
っ
て
顧
客
の
指
定

し
た
規
格
の
製
品
を
完
成
さ
せ
、
顧
客
に
心
か

ら
感
謝
さ
れ
た
時
に
感
じ
る
、
困
難
を
克
服
し

た
達
成
感
と
や
り
が
い
は
、
彼
が
頑
張
っ
て
い

こ
う
と
思
え
る
原
動
力
の
一
つ
と
な
っ
て
い

る
。日

本
で
は
昔
、
円
形
の
畳
は
し
ば
し
ば
座
禅

用
に
、
長
方
形
の
畳
は
接
客
用
に
使
わ
れ
て
い

た
。
畳
敷
き
に
し
た
場
合
に
か
か
る
費
用
は
、

同
じ
大
き
さ
の
部
屋
で
洋
風
の
床
に
し
た
場
合

の
約
三
分
の
一
で
、
ソ
フ
ァ
ー
を
置
か
な
い
分

ス
ペ
ー
ス
の
節
約
に
も
な
る
し
、
畳
か
ら
発
せ

ら
れ
る
天
然
の
イ
グ
サ
の
香
り
は
精
神
を
安
定

さ
せ
る
効
果
が
あ
る
ほ
か
、
睡
眠
の
質
を
高
め

た
り
湿
気
を
吸
収
し
た
り
す
る
効
果
も
あ
り
、
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自
動
車
の
排
気
ガ
ス
や
産
業
排
気
ガ
ス
か
ら
生

じ
る
空
気
中
の
二
酸
化
炭
素
を
浄
化
す
る
働
き

も
あ
る
。
ま
た
、
畳
表
の
目
が
つ
ま
っ
た
品
質

の
良
い
も
の
ほ
ど
防
水
性
が
優
れ
、
防
ダ
ニ
効

果
も
高
く
、
手
入
れ
も
日
光
に
当
て
る
だ
け
で

済
む
。
李
宗
勲
さ
ん
は
顧
客
の
家
を
訪
問
す
る

際
、
商
品
を
搬
入
し
な
が
ら
必
ず
顧
客
に
対
し

て
畳
の
機
能
と
手
入
れ
の
仕
方
に
つ
い
て
の
説

明
も
行
う
。

客
先
を
訪
問
し
て
採
寸
し
た
り
商
品
を
搬
入

し
た
り
す
る
ほ
か
、
仕
入
れ
・
倉
庫
管
理
・
材

料
準
備
な
ど
の
会
計
業
務
や
、
注
文
問
合
せ
や

ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
な
ど
も
全
て
、
李
宗
勲
さ

ん
が
一
人
で
担
っ
て
い
る
。
今
で
は
注
文
数
が

祖
父
の
時
代
の
五
倍
に
も
な
っ
て
い
る
た
め
、

仕
事
の
電
話
が
絶
え
間
な
く
鳴
り
響
き
、
睡
眠

時
間
は
急
速
に
圧
迫
さ
れ
て
い
る
。
空
き
時
間

に
ト
ラ
ッ
ク
の
中
で
仮
眠
を
と
る
こ
と
に
よ
っ

て
な
ん
と
か
体
力
を
維
持
し
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
李
金
水
さ
ん
は
た
び
た
び
孫
を
叱
っ

て
こ
う
言
う
。
「
こ
の
怠
け
者
が
。
毎
日
十
時

に
な
ら
な
い
と
起
き
て
こ
な
い
」
。
徹
夜
し
て

夜
遅
く
ま
で
仕
事
を
す
る
習
慣
が
つ
い
て
お

り
、
い
つ
も
日
が
高
く
昇
っ
て
か
ら
起
き
て
来

る
李
宗
勲
さ
ん
は
、
祖
父
の
目
に
は
失
格
者
と

映
る
の
だ
。
し
か
し
こ
れ
は
た
だ
口
で
言
っ
て

い
る
だ
け
に
過
ぎ
ず
、
実
は
自
分
の
血
を
分
け

た
家
族
が
こ
う
し
て
同
じ
道
を
歩
ん
で
く
れ
て

●雲林県の李福義工場では、くくり上げた藁を屋外に置いて１年間日に

晒し殺菌した後、畳の主原料として用いる。

●台湾全土の畳床の需要の約４割が、この小さなトタン作りの工場でま

かなわれている。
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い
る
姿
を
晩
年
に
な
っ
て
見
ら
れ
る
こ
と
に
、

と
て
も
感
動
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

泉
興
畳
店
の
畳
床
は
、
現
在
雲
林
の
李
福
義

工
場
の
も
の
を
使
用
し
て
い
る
。
こ
の
工
場
の

畳
床
は
稲
藁
を
原
料
と
し
て
お
り
、
各
地
か
ら

集
め
た
藁
を
一
年
間
日
干
し
し
て
殺
菌
し
た

後
、
父
の
代
か
ら
使
用
し
て
い
る
大
型
機
械
設

備
を
用
い
て
二
十
五
セ
ン
チ
の
厚
さ
の
藁
を
わ

か
五
セ
ン
チ
の
厚
さ
に
な
る
ま
で
圧
縮
し
、
半

製
品
の
畳
床
と
す
る
。
底
部
に
ク
ラ
フ
ト
紙
を

貼
っ
た
青
い
底
の
畳
床
は
湿
気
や
破
れ
を
防
止

す
る
役
目
が
あ
る
。

こ
こ
で
ぜ
ひ
触
れ
て
お
き
た
い
の
は
、
伝
統

的
な
畳
床
を
生
産
す
る
こ
の
工
場
も
ま
た
、
人

材
不
足
に
困
窮
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
一

本
の
生
産
ラ
イ
ン
に
は
本
来
少
な
く
と
も
八
人

が
必
要
な
の
で
あ
る
が
、
現
在
社
長
と
社
長
夫

人
と
熟
練
の
職
人
一
名
の
わ
ず
か
三
人
で
切
り

盛
り
し
な
が
ら
、
全
国
の
需
要
の
三
分
の
一
の

畳
床
を
提
供
し
て
い
る
の
だ
。
社
長
の
李
福
義

さ
ん
も
ま
た
父
の
代
か
ら
受
け
継
い
だ
二
代
目

で
、
仕
事
内
容
は
異
な
る
が
共
通
す
る
点
が
数

多
く
あ
る
。
し
か
も
両
者
と
も
人
材
不
足
の
問

題
に
直
面
し
て
お
り
、
も
し
も
将
来
後
を
継
ぐ

者
が
現
れ
な
か
っ
た
ら
、
事
業
は
存
続
の
危
機

に
立
た
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

李
福
義
さ
ん
の
兄
も
雲
林
で
機
械
を
利
用
し
て

畳
表
を
製
造
し
、台
湾
各
地
に
販
売
し
て
い
る
。 

「
熱
情
海
産
粥
」
が
地
域
再
生
に
協
力

 

二
〇
一
五
年
の
夏
、
新
美
街
に
暮
ら
し
、
こ

の
町
の
不
思
議
な
魅
力
に
憑
り
つ
か
れ
た
学
生

た
ち
が
、
古
い
街
並
み
の
再
興
を
助
け
る
た
め

に
「
熱
情
海
産
粥
」
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
を
結
成
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
三
十
万
台
湾
元
の

活
動
開
始
資
金
を
集
め
た
。
彼
ら
は
畳
と
い
う

文
化
を
保
存
す
る
こ
と
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な

商
品
を
開
発
し
て
畳
文
化
に
新
風
を
吹
き
込
み

新
た
な
発
展
を
引
き
起
こ
す
こ
と
、
そ
し
て
新

美
街
地
域
の
町
興
し
に
尽
力
す
る
こ
と
を
目
的

に
活
動
し
て
い
る
。
彼
ら
の
専
門
は
文
系
か
ら

デ
ザ
イ
ン
学
科
ま
で
多
岐
に
渡
っ
て
お
り
、
泉

●
李
宗
勲
さ
ん
は
工
房
で
畳
教
室
を
開
き
、
民
衆
に
畳
の

縫
製
技
術
や
材
質
の
違
い
に
つ
い
て
教
え
て
い
る 

(

熱
情

海
産
粥
提
供)

。
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興
畳
店
は
彼
ら
と
共
に
畳
で
ポ

ス
ト
カ
ー
ド
や
コ
ー
ス
タ
ー
や

カ
メ
ラ
ケ
ー
ス
を
製
作
し
て
い

る
。
熱
情
海
産
粥
は
工
房
を
開

い
て
人
々
に
畳
の
製
造
過
程
を

紹
介
し
た
り
、
畳
職
人
の
手
仕

事
の
技
を
後
世
に
残
す
た
め
の

記
録
フ
ィ
ル
ム
撮
影
を
行
っ
た

り
し
て
い
る
。
こ
の
熱
情
海
産
粥
と
い
う
グ
ル

ー
プ
の
中
に
は
、
ま
だ
就
学
中
の
者
も
い
れ
ば
、

と
っ
く
に
社
会
人
に
な
っ
て
働
い
て
い
る
者
も

い
る
。
彼
ら
は
皆
伝
統
文
化
を
再
活
性
化
さ
せ

る
こ
と
を
己
の
務
め
と
し
て
お
り
、
自
分
が
学

ん
で
き
た
こ
と
を
活
用
し
て
老
舗
店
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
へ
の
協
力
や
、
老
舗
店
の
新
た
な
一

面
を
切
り
開
く
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
。日

本
人
の
畳
職
人
か
ら
そ
の
技
を
受
け
継
い

だ
初
代
の
李
金
水
さ
ん
は
六
十
年
前
に
新
美
街

と
解
く
こ
と
の
で
き
な
い
固
い
縁
を
結
び
、
さ

ら
に
雲
林
県
莿
桐
郷
の
二
代
目
畳
床
職
人
の
李

福
義
さ
ん
と
の
協
力
を
開
始
し
た
。
現
在
は
若

い
次
の
世
代
へ
と
バ
ト
ン
が
手
渡
さ
れ
、
台
湾

最
年
少
の
畳
職
人
、
李
宗
勲
さ
ん
が
畳
文
化
の

再
興
を
目
指
し
て
い
る
。

李
宗
勲
さ
ん
に
は
も
う
一
つ
の
夢
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
日
本
が
発
行
す
る
畳
技
能
士
資
格
に

台
湾
人
と
し
て
初
め
て
合
格
す
る
こ
と
だ
。「
真

面
目
さ
と
慎
重
さ
と
こ
だ
わ
り
は
、
祖
父
か
ら

受
け
継
い
だ
職
人
精
神
で
す
」
と
語
る
彼
は
、

一
つ
一
つ
の
工
芸
作
品
を
介
し
て
広
ま
っ
て
ゆ

く
評
判
に
よ
っ
て
、
手
仕
事
に
よ
る
畳
の
伝
統

の
「
技
」
と
「
記
憶
」
を
守
り
続
け
て
い
る
。

（
経
典
雑
誌
２
２
０
期
よ
り
）

●
建
物
の
内
部
一
面
に
畳
が
敷
き
つ
め

ら
れ
た
８
０
年
以
上
の
歴
史
を
有
す
る

「
青
田
七
六
」
は
、
市
の
古
跡
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。
建
設
当
時
の
姿
を
ほ
ぼ

完
全
に
留
め
た
日
本
式
の
建
築
物
で
あ

る
。
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バ
ル
カ
ン
半
島
に
あ
る
セ
ル
ビ
ア
は
、
中

東
の
難
民
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
向
か
う
際
の
重

要
な
通
り
道
で
、
こ
の
頃
の
季
節
は
ち
ょ
う

ど
厳
冬
で
し
た
。
難
民
は
長
い
道
の
り
を
歩

い
て
き
て
力
尽
き
、
持
ち
物
も
ほ
と
ん
ど
使

い
果
た
し
て
い
ま
し
た
。
彼
ら
が
凍
り
つ
い

た
雪
の
上
で
冷
た
い
パ
ン
を
か
じ
っ
て
い
た

い
か
な
る
逆
風
に
対
し
て
も

感
謝
の
気
持
ち
で
向
き
合
お

う 【
證
厳
法
師
の
お
諭
し
】

◎

訳
・
慈
願
　
絵
・
林
淑
女

順
調
だ
か
ら
と
い
っ
て
安
穏
と
せ
ず

逆
境
に
遭
遇
し
て
も
志
を
失
わ
ず

感
謝
の
心
で
逆
風
を
受
け
止
め
る
な
ら

逆
境
は
「
増
上
縁
」
に
な
る 

り
、
子
供
た
ち
が
半
袖
姿
で
い
る
の
は
、
見

る
に
忍
び
な
い
光
景
で
し
た
。

九
カ
国
か
ら
集
ま
っ
て
き
た
三
十
八
人
の

慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
二
〇
一
六
年
の

十
二
月
上
旬
現
地
に
集
合
し
て
、
四
千
人
以

上
の
難
民
に
寒
さ
を
し
の
ぐ
た
め
の
外
套
と

帽
子
を
送
り
ま
し
た
。
ま
た
中
東
の
人
た
ち

が
好
む
ト
マ
ト
風
味
の
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ご
飯

を
、
数
々
の
難
題
を
乗
り
越
え
て
空
輸
し
、

栄
養
の
足
し
に
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

国
家
動
乱
の
た
め
余
儀
な
く
故
郷
か
ら
逃

れ
た
人
々
は
、
た
と
え
豊
か
な
人
で
あ
っ
て

も
難
民
と
な
れ
ば
、
す
べ
て
を
失
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
彼
ら
は
逃
げ
る
道
中
、
至
る
所
で
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入
国
を
拒
否
さ
れ
、
前
に
進
む
こ
と
も
後
戻

り
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
疲
労
困
憊
し
、

悲
し
み
や
恨
み
に
打
ち
の
め
さ
れ
た
心
中
を

想
像
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
慈ツ

ー
チ
ー済

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
は
心
か
ら
彼
ら
を
尊
重
し
て
帽
子
を
被

せ
て
あ
げ
、
コ
ー
ト
を
羽
織
ら
し
て
あ
げ
ま

し
た
。
彼
ら
が
苦
し
み
に
満
ち
た
世
の
中
に

も
愛
の
温
か
さ
の
あ
る
こ
と
を
感
じ
て
ほ
し

い
と
願
い
ま
し
た
。 

ヨ
ル
ダ
ン
国
境
の
砂
漠
地
帯
で
は
、
大
型

難
民
キ
ャ
ン
プ
に
数
万
人
を
収
容
し
て
い
ま

す
が
、
非
常
に
混
雑
し
て
物
資
も
欠
乏
し
て

い
ま
す
。
焼
け
つ
く
よ
う
な
太
陽
の
も
と
で

テ
ン
ト
内
は
と
て
も
暑
く
な
り
、
雨
が
降
れ

ば
全
身
濡
れ
て
、
テ
ン
ト
の
外
も
中
も
ぬ
か

る
み
に
な
り
ま
す
。
長
期
に
わ
た
っ
て
劣
悪

な
環
境
で
生
活
し
て
き
た
難
民
の
身
も
心
も

崩
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
る
時
、
ヨ
ル
ダ
ン
慈

済
人
の
救
済
活
動
は
以
前
に
も
増
し
て
困
難

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

広
大
な
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
は
全
体
の
世
話

に
手
が
回
ら
ず
、
一
区
域
の
配
付
が
終
わ
れ

ば
ま
た
大
勢
の
人
が
待
ち
か
ね
て
い
ま
す
。

し
か
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
力
と
資
源
に
は

限
り
が
あ
り
、
身
の
安
全
の
た
め
キ
ャ
ン
プ

か
ら
撤
退
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

シ
リ
ア
の
女
の
子
レ
ー
タ
は
産
ま
れ
る
時

に
空
襲
に
遭
い
ま
し
た
。
病
院
の
分
娩
室
は

混
乱
し
、
彼
女
の
足
が
三
ヶ
所
に
傷
を
つ
け

ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
難
を
逃
れ
て
い
る

途
中
で
、
慈
善
組
織
の
援
助
に
よ
る
手
術
を

受
け
ま
し
た
が
成
功
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
ヨ

ル
ダ
ン
へ
た
ど
り
着
い
た
時
、
現
地
の
慈
済

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
陳
秋
華
さ
ん
の
世
話
で
医

師
の
治
療
を
受
け
て
、
今
で
は
リ
ハ
ビ
リ
を

始
め
て
い
ま
す
。

一
年
近
い
付
き
合
い
で
レ
ー
タ
は
す
っ
か

り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
な
つ
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
見
る
と
喜
ん
で
抱
き
つ
い
て
き
ま
す
。

難
民
キ
ャ
ン
プ
の
中
で
は
レ
ー
タ
の
よ
う
に
、

治
療
を
受
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
子
供
が

三
百
人
以
上
い
ま
す
。

難
民
キ
ャ
ン
プ
で
の
配
付
活
動
の
遂
行
が

困
難
に
な
っ
て
い
る
の
を
受
け
、
陳
秋
華
さ

ん
は
し
ば
ら
く
の
間
物
資
の
配
付
を
や
め
て
、

医
療
方
面
の
救
済
に
専
念
す
る
こ
と
を
考
慮

し
て
い
た
そ
の
夜
、
法
師
が
彼
の
夢
の
中
に

出
て
き
て
、
「
私
は
自
分
の
血
を
難
民
に
捧
げ

た
い
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
彼
は
す
ぐ

に
台
湾
へ
帰
っ
て
来
て
、
法
師
に
お
会
い
し
、

「
難
民
に
対
す
る
ケ
ア
は
必
ず
続
け
ま
す
」
と

言
っ
て
、
懺
悔
し
ま
し
た
。

戦
地
に
生
を
受
け
た
者
の
命
は
蟻
の
よ
う

に
儚
い
も
の
で
す
。
長
期
に
わ
た
り
異
国
の

砂
漠
の
テ
ン
ト
で
暮
ら
す
心
身
の
苦
労
、
明

日
を
も
知
れ
な
い
我
が
身
の
難
民
た
ち
を
思
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う
と
心
が
痛
み
ま
す
。
苦
難
の
多
い
世
の

中
は
い
つ
に
な
っ
た
ら
終
わ
る
の
で
し
ょ
う

か
？　

時
に
は
無
力
感
に
打
ち
ひ
し
が
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
衆
生
の
苦
難
を

見
る
と
忍
び
な
く
、
ど
ん
な
困
難
で
あ
っ
て

も
私
た
ち
は
見
放
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

平
穏
な
気
候
、
平
和
な
環
境
で
生
活
す
る

私
た
ち
は
、
な
ん
と
幸
せ
な
こ
と
で
し
ょ
う
。

奉
仕
す
る
と
発
心
立
願
を
立
て
ら
れ
る
人
は
、

さ
ら
に
幸
せ
な
人
で
す
。
慈
済
教
育
志
業
で

は
「
里
親
」
行
動
を
起
こ
し
て
、
心
あ
る
人

た
ち
が
、
ヨ
ル
ダ
ン
に
い
る
一
人
で
も
多
く

の
子
供
た
ち
が
幸
せ
に
な
る
よ
う
願
っ
て
い

ま
す
。

人
心
に
調
和
が
な
い
と
、
苦
難
は
尽
き
ま

せ
ん
。
幸
せ
を
感
じ
て
感
謝
し
、
さ
ら
に
敬

虔
に
な
っ
て
、
平
安
を
大
切
に
、
社
会
が
平

和
に
な
る
よ
う
に
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
さ
ら
に
愛
の
力
を
発
揮
し
て
人
心
を
動

か
す
の
で
す
。
人
心
が
調
和
す
れ
ば
、
こ
の

世
の
生
態
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

 定
力
の
鍛
錬
は
試
練
に
耐
え
ら
れ
る
　
　
　
　
　

環
境
の
動
揺
を
受
け
な
け
れ
ば

菩
薩
道
は
成
就
す
る
こ
と
が
で
き
る

 

今
年
は
二
千
人
以
上
の
海
外
現
地
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
、
台
湾
へ
認
証
を
受
け
に
き
て
慈

済
委
員
と
慈
誠
隊
員
（
男
性
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

に
な
り
ま
し
た
。
彼
ら
は
見
習
い
か
ら
訓
練

ま
で
少
な
く
と
も
三
年
の
期
間
が
必
要
で
、

種
々
の
困
難
を
克
服
し
て
目
的
を
達
成
し
た

の
で
す
。

中
国
の
ハ
ル
ビ
ン
市
、
黒
河
市
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
訓
練
に
参
加
す
る
た
め
、
毎
月

千
八
百
キ
ロ
離
れ
た
北
京
へ
、
片
道
だ
け
で

も
二
日
間
か
か
る
列
車
に
乗
っ
て
出
か
け
ま

す
。
彼
ら
は
狭
い
列
車
の
中
で
、
聴
い
た
仏

法
を
互
い
に
語
り
合
っ
て
時
間
を
大
切
に
過

ご
し
て
い
ま
し
た
。

大
陸
の
東
北
地
方
は
寒
さ
が
厳
し
く
、
そ

れ
で
も
彼
ら
は
早
朝
の
「
晨
鐘
起
、
薫
法
香

(

早
朝
の
説
法)

」
を
堅
持
し
て
い
ま
し
た
。

風
雪
の
中
、
全
身
を
防
寒
具
に
包
ん
で
、
家

を
出
る
と
あ
た
り
一
面
は
白
一
色
の
深
い
雪

に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。
説
法
を
聴
き
終
わ
る

と
お
互
い
に
、
「
今
日
も
私
た
ち
は
一
言
漏
ら

さ
ず
に
聴
い
た
」
と
話
し
合
っ
て
い
る
友
た

ち
の
精
進
に
感
動
し
て
い
ま
す
。

修
行
と
は
、
自
分
の
道
心
を
守
る
こ
と
で

す
。
菩
薩
道
を
選
択
し
た
か
ら
に
は
す
べ
て

の
試
練
に
耐
え
、
劣
悪
な
環
境
に
あ
っ
て
も

道
心
を
堅
く
持
ち
、
一
歩
一
歩
前
に
向
か
っ

て
進
む
の
で
す
。

鉄
は
燃
え
盛
る
火
を
く
ぐ
っ
て
利
器
に
な

り
ま
す
。
人
も
同
じ
く
「
天
の
試
練
を
受
け



2017・161 慈済ものがたり 60

て
強
い
人
間
」
に
な
り
ま
す
。
逆
境
に
あ
っ

て
も
感
謝
の
心
、
喜
び
の
心
で
逆
風
を
す
な

お
に
受
け
止
め
る
と
、
大
慈
無
悔
、
大
悲
無

怨
、
大
喜
無
憂
、
大
捨
無
求
と
い
う
、
何
物

も
求
め
な
い
慈
悲
の
心
で
励
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
怨
み
も
悔
い
も
な
く
、
憂
い
も
な
く

何
も
求
め
ず
、
逆
境
を
も
「
増
上
縁
」
に
成

せ
ば
、
道
心
と
道
業
が
増
し
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
の
よ
う
に
、
痛
み
を
こ
ら
え
て

続
け
る
と
筋
肉
と
骨
の
機
能
が
回
復
し
ま
す
。

菩
薩
道
を
歩
む
の
も
鍛
錬
が
必
要
で
す
。
ど

ん
な
に
多
く
の
悪
い
出
来
事
や
逆
境
に
遭
っ

て
も
怨
み
も
憎
し
み
も
な
く
、
愛
を
失
わ
ず

に
堅
持
し
て
尽
く
す
こ
と
で
す
。
反
対
に
心

に
起
伏
が
あ
る
と
、
長
い
道
を
歩
く
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
自
分
が
置
か
れ
た
環
境
に
甘

ん
じ
て
過
ご
し
、
智
慧
が
足
り
な
い
と
是
非

を
見
分
る
こ
と
が
で
き
ず
、
落
と
し
穴
に
は

ま
っ
て
善
道
か
ら
離
脱
し
て
し
ま
い
ま
す
。

大
勢
の
中
で
い
ろ
い
ろ
な
人
、
事
、
物
の

試
練
に
対
し
て
は
、
布
施
、
持
戒
、
忍
辱
、

精
進
、
禅
定
、
智
慧
と
い
う
六
種
の
法
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

「
布
施
」
と
は
物
資
の
布
施
だ
け
で
な
く
、

貪
欲
、
煩
悩
を
な
く
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
と

ら
わ
れ
を
な
く
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

逆
と
悪
に
虐
げ
ら
れ
た
時
は
、
牙
を
剥
い
て

や
り
返
さ
ず
に
、
そ
れ
を
甘
ん
じ
て
受
け
、

善
に
解
釈
し
て
、
心
身
の
過
ち
を
起
こ
さ
な

い
こ
と
が
、
忍
辱
と
持
戒
で
す
。
す
で
に
発

心
し
た
か
ら
に
は
、
決
し
て
志
半
ば
で
立
ち

止
ま
っ
た
り
、
や
め
て
し
ま
わ
な
い
こ
と
が

精
進
で
す
。
順
調
や
逆
風
に
動
揺
さ
れ
な
い

こ
と
が
禅
定
で
す
。
こ
の
五
項
目
を
や
り
遂

げ
る
と
、
充
分
に
智
慧
が
具
わ
っ
た
と
い
う

こ
と
で
、
煩
悩
の
岸
か
ら
涅
槃
の
彼
岸
に
到

達
で
き
ま
す
。

大
智
慧
者
は
、
苦
楽
の
中
で
も
自
在
で
何

の
さ
し
障
り
も
あ
り
ま
せ
ん
。
順
境
の
中
に

あ
っ
て
も
名
利
や
地
位
の
誘
惑
を
受
け
ず
、

楽
に
も
迷
わ
な
け
れ
ば
、
逆
境
に
あ
っ
て
も

修
行
の
意
志
は
喪
失
し
ま
せ
ん
。
順
境
、
逆

境
で
あ
ろ
う
が
、
す
べ
て
は
悟
り
の
糧
に
な

り
ま
す
。

 努
め
励
ん
で
奉
仕
す
る
こ
と

よ
い
こ
と
を
す
れ
ば

潜
在
能
力
に
な
る

初
心
を
永
久
に

方
向
は
偏
ら
ず
に

 

台
南
の
善
化
に
住
む
王
秀
桜
さ
ん
は
数
年

前
、
自
動
車
事
故
に
よ
っ
て
昏
睡
状
態
に
陥

り
ま
し
た
。
彼
女
が
昏
睡
状
態
の
中
で
見
た

の
は
、
自
分
が
霊
安
室
に
送
ら
れ
て
い
て
、

法
師
が
遠
く
か
ら
手
招
き
し
な
が
ら
、
「
こ
こ
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へ
来
な
さ
い
。
あ
な
た
の
仕
事
は
ま
だ
終
わ

っ
て
い
な
い
の
で
す
よ
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
だ
ん
だ
ん
意
識
が
回

復
し
て
さ
ら
に
不
思
議
な
こ
と
に
、
今
ま
で

台
湾
語
し
か
話
さ
な
か
っ
た
の
が
、
最
初
に

話
し
た
言
葉
が
北
京
語
で
し
た
。
娘
は
こ
れ

が
本
当
に
自
分
の
母
か
と
疑
っ
た
ほ
ど
で
し

た
。自

動
車
事
故
に
よ
っ
て
記
憶
力
を
損
な
っ

た
秀
桜
の
以
前
は
健
忘
症
で
し
た
。
し
か
し

慈
済
の
一
粒
の
種
子
で
あ
る
彼
女
は
、
八
識

田
の
中
の
環
境
保
全
と
い
う
潜
在
能
力
が
い

き
い
き
と
続
い
て
い
た
の
で
す
。
皆
も
普
段

か
ら
良
い
こ
と
を
し
て
、
八
識
田
の
中
に
深

く
入
り
、
生
々
世
々
に
わ
た
っ
て
続
け
ら
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

●

《
法
華
経
・
提だ

い

ば

だ

っ

た

婆
達
多
品
》
に
記
載
さ
れ
て

い
る
話
で
す
。

あ
る
国
王
が
法
を
求
め
る
た
め
に
王
位
を

放
棄
し
、
広
く
大
乗
法
を
理
解
し
て
い
る
師

を
国
の
中
に
探
し
求
め
、
そ
の
人
の
奴
隷
と

な
っ
て
終
生
尽
く
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
し

た
。あ

る
時
仙
人
が
宮
殿
へ
や
っ
て
来
て
、
国

王
の
使
い
を
受
け
て
《
法
華
経
》
の
伝
授
に

来
た
の
だ
と
言
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
の
国

王
は
毎
日
、
果
物
を
採
り
水
を
汲
み
、
薪
を

拾
っ
て
食
事
を
作
り
仙
人
を
も
て
な
し
ま
し

た
。
そ
の
上
、
身
を
屈
め
背
中
に
重
い
物
を

お
い
て
椅
子
を
こ
さ
え
、
仙
人
を
休
ま
せ
て

い
ま
し
た
。

こ
う
し
て
国
王
は
仙
人
に
尽
く
し
、
時
が

千
年
を
経
て
も
、
仙
人
は
法
を
伝
え
よ
う
と

し
ま
せ
ん
。
し
か
し
国
王
は
相
変
わ
ら
ず
、

慇
懃
に
法
を
求
め
一
刻
も
お
ろ
そ
か
に
し
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
、
国
王
は
「
私
は
提

婆
達
多
の
善
知
識
が
あ
っ
た
の
で
、
私
の
六

波
羅
密
と
慈
悲
喜
捨
が
十
分
に
整
っ
た
」
と

言
い
ま
し
た
。

貴
い
王
は
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
物
を
持
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
こ
の
国
王
は
貪
欲
な
く
、

う
や
う
や
し
く
師
を
奉
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

試
練
を
受
け
て
も
、
心
は
平
静
を
保
っ
て
い

た
の
で
、
い
つ
の
間
に
か
自
分
が
求
め
て
い

た
「
人
と
し
て
や
っ
て
は
い
け
な
い
、
ま
た

忍
ば
ね
ば
な
ら
な
い
」
法
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
す
。

そ
の
国
王
と
は
釈
迦
牟
尼
仏
の
こ
と
で
、

仙
人
は
提
婆
達
多
で
し
た
。
ど
ん
な
に
提
婆

達
多
が
生
々
世
々
に
亘
っ
て
仏
陀
を
困
ら
せ

て
も
、
仏
陀
の
修
行
に
は
差
し
障
り
が
な
く
、

感
謝
の
心
を
も
っ
て
い
か
に
辛
い
目
に
あ
っ

て
も
、
六
度
と
慈
悲
喜
捨
の
無
量
心
を
培
っ
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て
い
ま
し
た
。

凡
夫
の
発
願
は
一
旦
、
窮
地
に
遭
う
と
退

き
ま
す
。
し
か
し
仏
陀
の
志
は
堅
く
、
ど
ん

な
に
長
い
時
を
経
て
も
最
初
の
信
念
を
失
わ

な
か
っ
た
こ
と
は
、
堅
い
妙
法
、
菩
薩
道
、

広
く
衆
生
に
済
度
す
る
追
及
心
が
あ
っ
た
た

め
で
し
た
。

生
活
す
る
中
で
人
、
事
に
対
し
て
信
念
が

動
揺
す
る
の
も
修
行
で
、
一
瞬
一
瞬
を
把
握

し
て
、
菩
薩
道
に
精
進
す
る
と
慧
命
が
成
長

し
ま
す
。

●

　
　
　
　
　
　
　

命
を
大
切
に
す
る
に
は

体
を
大
事
に
し
過
ぎ
ず

手
足
を
使
っ
て
奉
仕
す
る
こ
と

 

鹿
港
の
慈
済
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
に
「
六

輪
の
花
」
と
言
わ
れ
る
六
人
の
女
性
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
い
ま
す
。
六
人
の
年
を
合
わ
せ
る

と
五
百
歳
近
く
な
り
ま
す
。
七
十
九
歳
か
ら

九
十
二
歳
の
彼
女
た
ち
は
、
体
に
痛
み
が
あ

っ
て
も
心
は
健
康
で
、
毎
日
良
能
を
発
揮
し

て
い
ま
す
。

年
長
者
の
施
呂
秀
鳳
さ
ん
は
毎
日
道
具
を

持
参
し
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
へ
や
っ

て
く
る
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ふ
た
を
わ
ず
か

一
秒
で
切
り
取
っ
て
い
ま
す
。
糖
尿
病
を
患

っ
て
い
る
た
め
、
嫁
が
毎
朝
血
糖
値
を
チ
ェ

ッ
ク
し
て
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
の
注
射
を
し
て
か

ら
回
収
所
へ
き
ま
す
。
車
椅
子
で
来
る
途
中

は
、
回
収
で
き
る
物
が
あ
る
と
拾
っ
て
車
椅

子
に
載
せ
、
自
分
は
そ
れ
を
推
し
て
来
ま
す
。

「
も
し
も
何
も
す
る
こ
と
が
な
い
と
ぶ
ら
ぶ
ら

し
て
つ
ま
ら
な
い
け
れ
ど
、
回
収
物
の
分
類

を
し
て
い
る
と
楽
し
く
、
健
康
に
も
い
い
で

す
よ
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

慈
済
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
に
は
大
勢
の

お
年
寄
り
が
い
ま
す
。
こ
の
お
年
寄
り
た
ち

は
活
発
で
多
芸
多
才
で
、
回
収
し
た
傘
の
布

を
外
し
て
エ
プ
ロ
ン
な
ど
に
リ
サ
イ
ク
ル
し

て
い
ま
す
。
老
人
が
社
会
問
題
に
な
っ
て
い

る
と
誰
が
言
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
お

年
寄
り
を
見
て
下
さ
い
。
大
地
、
衆
生
を
大

切
に
し
て
、
生
命
価
値
を
善
用
し
た
尊
厳
の

あ
る
生
き
方
を
し
て
い
ま
す
。

命
の
自
然
の
法
則
で
あ
る
生
老
病
死
は
、

ど
ん
な
人
も
避
け
て
通
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
慧
命
は
無
限
で
す
。
命
は
大
切
で
す
が
、

体
を
大
事
に
し
過
ぎ
て
何
も
し
な
い
の
で
は

な
く
、
手
足
を
動
か
し
て
奉
仕
す
る
こ
と
で

す
。
人
々
が
愛
の
あ
る
奉
仕
を
し
、
社
会
が

愛
と
善
に
満
ち
て
い
る
と
、
温
か
く
平
穏
な

世
の
中
に
な
り
ま
す
。
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午
後
の
陽
射
し
が
容
赦
な
く
照
り
つ
け
て
い
る
。
猛
暑
の
八
月
は
三
十

度
を
超
え
る
熱
波
が
襲
い
か
か
り
、
ま
っ
た
く
や
る
せ
な
い
気
分
に
な

る
と
い
う
の
に
、
台
南
の
頂
美
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
に
は
一
人
、
忙

し
く
動
き
回
る
人
影
が
あ
っ
た
。
た
っ
た
今
ガ
ラ
ス
瓶
を
運
び
込
ん
で

分
類
し
た
か
と
思
え
ば
、
今
度
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
干
し
、
そ
の
あ
と
は

掃
き
掃
除
。
汗
が
上
着
に
し
み
出
し
て
い
る
と
い
う
の
に
、
休
む
こ
と

は
な
い
。

「
阿
雲
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
そ
の
人
こ
そ
蘇
玉
雲
で
あ
る
。
体
型

は
百
五
十
セ
ン
チ
た
ら
ず
と
小
柄
だ
が
、
仕
事
を
テ
キ
パ
キ
と
こ
な
し
、

応
対
も
親
切
。
彼
女
の
通
う
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
を
い
つ
訪
れ
て
も
、

ま
る
で
働
き
蟻
の
よ
う
に
作
業
を
し
て
い
る
。
回
収
物
を
運
ん
だ
り
、
整

❖
台
南
市
・
蘇
玉
雲

蘇
玉
雲
の
毎
分
毎
秒

文
・
黄
筱
哲
、
蔡
瑜
璇 

　

訳
・
黒
川
章
子　

撮
影
・ 

黄
筱
哲

大
地守

護
者 の
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理
し
た
り
、
最
も
頭
が
下
が
る
の
は
、
毎
日

午
前
三
時
に
家
を
出
て
回
収
を
始
め
、
夜
は

七
時
に
や
っ
と
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
を

後
に
す
る
と
い
う
こ
と
だ
。
一
日
の
う
ち
四

分
の
三
の
時
間
を
環
境
保
全
の
仕
事
に
費

や
す
と
い
う
勤
労
精
進
ぶ
り
な
の
で
あ
っ

た
。十

年
前
、
彼
女
が
家
庭
の
問
題
で
苦
し
ん

で
い
た
時
、
夫
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
楊
桂
花

さ
ん
の
励
ま
し
の
中
で
資
源
回
収
を
手
伝

う
よ
う
に
な
り
、
お
か
げ
で
少
し
ず
つ
心
を

開
く
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
自
分
の
よ
う

な
人
間
で
も
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
め
ば
意
義
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あ
る
こ
と
が
で
き
る
と
分
か
っ
た
の
だ
そ
う

だ
。
そ
れ
か
ら
は
重
い
も
の
を
運
ん
だ
こ
と

や
骨
粗
し
ょ
う
症
も
影
響
し
て
腰
が
だ
ん
だ

ん
曲
が
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
彼
女
の
中
に
は

強
靭
な
意
志
が
も
た
ら
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
み

な
ぎ
っ
て
い
る
。
あ
の
腰
の
曲
が
っ
た
姿
が

「
阿
雲
さ
ん
」
だ
、
と
今
で
は
誰
も
が
分
か

っ
て
い
る
。

母
の
よ
う
に
労
を
惜
し
ま
ず

今
年
六
十
一
歳
に
な
る
阿
雲
さ
ん
は
、
資

源
回
収
幹
事
の
任
に
つ
い
て
七
年
に
な
る
。

幹
事
の
仕
事
と
は
、
環
境
保
全
の
考
え
を
広

め
る
こ
と
と
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
管
理
で
あ
る
。
全
く
報
酬
の
な
い
、
気
苦
労
ば
か
り
多
い

こ
の
仕
事
は
、
あ
ま
り
好
ん
で
や
る
人
は
い
な
い
が
、
彼
女
は
自
分
の
意
志
で
引
き
受
け
、
率
先

し
て
実
行
し
て
い
る
の
だ
っ
た
。

資
源
回
収
車
が
各
地
を
回
っ
て
回
収
物
を
届
け
る
と
、
そ
こ
に
は
袋
が
ご
っ
た
返
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
達
は
そ
れ
を
さ
ら
に
細
か
く
分
類
し
て
い
く
。
阿
雲
さ
ん
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
達
が
毎
日
気

持
ち
よ
く
作
業
が
で
き
る
よ
う
に
と
、
作
業
が
一
段
落
し
た
午
後
に
掃
除
を
し
、
準
備
を
整
え
る
。

そ
れ
だ
け
で
な
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
朝
食
、
お
や
つ
、
飲
み
物
な
ど
も
準
備
し
て
い
る
の
だ
っ
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
健
康
と
心
の
両
方
を
ケ
ア
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
の
現
れ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
残
業
だ
ら
け
で
昇
級
も
ボ
ー
ナ
ス
も
な
い
仕
事
に
労
を
惜
し
ま
な
い
人
が
、
は
た
し
て
こ
の
世

に
い
る
と
し
た
ら
…
…
。
そ
う
、
そ
れ
は
唯
一
母
親
で
あ
る
。
玉
雲
さ
ん
は
正
に
母
の
真
心
を
以

て
施
し
を
行
い
、
誰
よ
り
も
早
く
出
勤
し
て
、
一
番
最
後
に
引
き
揚
げ
る
人
な
の
だ
。

し
か
し
母
親
と
て
毎
日
の
家
事
に
は
疲
れ
る
と
き
も
あ
る
。
ま
し
て
や
阿
雲
さ
ん
の
よ
う
に
一

人
で
い
く
つ
も
の
仕
事
を
抱
え
て
、
一
年
三
百
六
十
五
日
、
お
正
月
に
も
休
み
を
と
ら
な
い
な
ら
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ば
、
家
の
階
段
を
上
が
る
気
力
も
な
い
日
が
あ
っ
て
当
然
と
い
え
る
。
疲
労
の
た
め
全
身
が
こ
わ

ば
っ
て
体
が
伸
ば
せ
な
い
時
も
あ
る
そ
う
だ
。
そ
れ
で
も
消
炎
剤
の
力
を
借
り
て
仕
事
を
続
け
る

の
だ
と
い
う
。

深
夜
か
ら
日
の
出
ま
で

三
、
四
年
前
、
玉
雲
さ
ん
は
帰
宅
途
中
の
道
す
が
ら
、
海
鮮
料
理
の
店
や
炭
火
焼
の
店
、
そ
し

て
バ
ー
や
パ
ブ
な
ど
を
観
察
し
て
み
た
そ
う
だ
。
こ
れ
ら
の
店
で
は
ガ
ラ
ス
瓶
を
全
く
資
源
回
収

に
出
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
一
軒
一
軒
に
声
を
か
け
た
と
こ
ろ
回
収
に
応
じ
て
く
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

彼
女
の
一
日
は
二
時
、
三
時
か
ら
始
ま
る
。
五
十
Ｃ
Ｃ
バ
イ
ク
に
乗
っ
て
家
を
出
る
と
ま
だ
暗

い
路
地
を
回
っ
て
重
く
か
さ
ば
る
ガ
ラ
ス
瓶
を
集
め
る
の
だ
。
し
か
し
バ
イ
ク
に
積
め
る
の
は
一

回
に
一
軒
分
が
限
度
だ
。
だ
か
ら
一
カ
所
に
集
め
て
お
き
、
後
か
ら
資
源
回
収
車
に
来
て
も
ら
う

の
だ
っ
た
。
深
夜
か
ら
夜
が
明
け
る
頃
ま
で
十
何
回
と
往
復
す
る
。
私
た
ち
は
一
度
取
材
に
訪
れ

て
共
に
行
動
し
た
だ
け
だ
が
、
十
分
大
変
で
あ

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
れ
が
彼
女
の
日
課
な

の
で
あ
る
。
思
わ
ず
質
問
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な

か
っ
た
。
「
疲
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？
」
「
台
風
や

雨
の
日
も
や
る
の
で
す
か
？
」
。
そ
の
答
え
に

は
全
く
驚
か
さ
れ
た
も
の
だ
。
な
ん
と
彼
女
は
、

「
バ
イ
ク
が
風
で
吹
き
倒
さ
れ
て
使
え
な
く
な

っ
た
ら
、
そ
の
日
は
休
み
ま
す
」
と
答
え
た
の

で
あ
る
。

仲
間
が
ガ
ラ
ス
瓶
を
回
収
し
て
く
れ
る

台
南
の
頂
美
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
は
、
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男
性
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
ガ
ラ
ス
瓶
な
ど
の
重
い

物
を
担
当
し
て
い
る
。
彼
ら
の
中
に
は
、
元
会
社

社
長
や
元
警
察
官
、
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
の
た
め
職

を
転
々
と
し
た
人
な
ど
様
々
な
人
が
い
る
が
、
み

ん
な
玉
雲
さ
ん
の
奉
仕
の
心
に
感
銘
を
受
け
て
、

資
源
回
収
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
と
い

う
。玉

雲
さ
ん
は
そ
う
い
う
人
達
が
資
源
回
収
車
を

運
転
し
て
真
夜
中
で
も
来
て
く
れ
る
こ
と
が
と
て

も
あ
り
が
た
い
と
感
謝
す
る
。
お
か
げ
で
、
ガ
ラ

ス
瓶
の
回
収
と
い
う
負
担
が
随
分
と
軽
減
さ
れ
た

の
だ
。
ち
ょ
う
ど
日
の
出
を
迎
え
る
頃
、
資
源
回

収
車
は
回
収
所
へ
戻
っ
て
行
く
。
満
載
し
た
ガ
ラ

ス
瓶
を
降
ろ
す
と
今
度
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
色
別

に
分
類
を
始
め
る
。
ガ
ラ
ス
に
陽
射
し
が
反
射
し
て
カ
ラ
フ
ル
な
輝
き
を
放
つ
。
ま
る
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
清
ら
か
な
心
そ
の
も
の
の
よ
う
だ
。
ガ
ラ
ス
瓶
の
回
収
は
、
利
益
が
低
い
の
で
だ
れ
も

や
り
た
が
ら
な
い
か
ら
、
結
局
ゴ
ミ
と
し
て
捨
て
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
焼
却
場
で
燃
え

残
っ
た
ガ
ラ
ス
は
、
焼
却
炉
の
寿
命
を
縮
め
て
し
ま
う
。
実
の
と
こ
ろ
頂
美
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

ー
で
は
、
一
日
平
均
一
ト
ン
か
ら
二
ト
ン
も
の
数
が
集
ま
る
が
、
数
に
す
る
と
四
千
本
近
く
の
瓶

が
捨
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
だ
。
台
湾
全
土
を
合
わ
せ
る
と
驚
く
べ
き
量
に
な
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
。

恩
人
の
支
え
に
心
か
ら
感
謝

こ
の
数
年
間
、
玉
雲
さ
ん
の
仕
事
量
は
減
少
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
毎
日
毎
日
十
数
時
間
働

き
続
け
る
な
ど
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
し
、
た
と
え
意
志
が
強
く
て
も
体
は
疲
労
を
訴
え
る
も
の

で
あ
る
。
そ
れ
で
も
歯
を
食
い
し
ば
っ
て
続
け
て
き
た
の
は
、
常
に
人
手
が
足
り
な
い
中
、
自
分
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は
一
人
で
は
な
い
、
他
に
も
一
緒
に
作
業
を
し
て
く
れ
る
人
が
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
に
気
が
つ

い
た
か
ら
だ
っ
た
。
そ
う
思
う
と
力
が
湧
い
て
来
て
続
け
ら
れ
る
の
だ
そ
う
だ
。

取
材
中
、
彼
女
は
終
始
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
語
っ
て
く
れ
た
。
「
今
は
年
を
取
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
ず
っ
と
環
境
保
全
に
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
昔
の
私
は
い
つ
も
し
か
め
っ
面
ば
か
り
、
で

も
た
く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
出
っ
て
考
え
が
変
わ
り
ま
し
た
。
い
つ
も
笑
顔
で
い
よ
う

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
だ
け
に
私
は
生
き
て
い
る
の
で
す
よ
」
。
言
葉
で
表
せ

ば
一
言
だ
が
、
そ
の
背
中
に
は
こ
れ
ま
で
の
辛
い
困
難
な
道
の
り
が
の
し
か
か
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
。
よ
ほ
ど
強
い
信
念
の
持
ち
主
で
な
い
と
続
け
て
こ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
普
通
の
人

で
は
乗
り
越
え
ら
れ
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
改
め
て
蘇
玉
雲
さ
ん
の
無
償
の
奉
仕
に
敬
意
を
表

し
、
心
か
ら
感
謝
の
言
葉
を
送
り
た
い
と
思
う
。
彼
女
こ
そ
、
身
を
以
て
道
を
示
す
行
動
の
典
型

で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
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植
民
地
時
代
の
雰
囲
気
が
濃
厚
に
残
る
マ
レ

ー
シ
ア
の
首
都
ペ
ナ
ン
。
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
時

代
の
建
築
物
や
教
会
が
多
く
見
ら
れ
る
。
マ
ラ

ッ
カ
に
遅
れ
る
こ
と
一
年
の
二
○
○
八
年
、
ペ

ナ
ン
の
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
は
世
界
文
化
遺
産
に

列
せ
ら
れ
た
。

二
〇
一
三
年
に
ヤ
フ
ー
が
発
表
し
た
調
査
結

果
に
よ
る
と
、
ペ
ナ
ン
の
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
市

は
世
界
で
四
番
目
、
ア
ジ
ア
で
一
番
目
の
「
リ

タ
イ
ア
後
に
住
み
や
す
い
都
市
」
で
あ
る
。
こ

こ
は
東
西
文
化
の
交
差
点
で
あ
る
だ
け
で
な

く
、
移
民
史
の
鍵
を
実
証
す
る
都
市
で
も
あ
る
。

信
仰
は
、
華
人
の
移
民
に
対
す
る
心
霊
の
パ

ワ
ー
だ
っ
た
。
華
人
は
慈
善
と
教
育
を
重
視
し
、

た
と
え
異
郷
に
あ
っ
て
も
奮
闘
す
る
時
は
助
け

合
い
と
自
立
の
精
神
を
重
ん
じ
て
き
た
。
ペ
ナ

ン
最
古
の
中
国
廟
で
あ
る
広
福
宮
（
か
つ
て
観

音
亭
と
呼
ば
れ
て
い
た
）
は
、
一
八
八
○
年
に

福
州
地
方
か
ら
移
民
し
た
人
々
に
よ
っ
て
建
立

さ
れ
て
い
る
。
廟
の
前
の
広
場
に
は
い
つ
も
善

意
あ
る
人
が
貧
民
に
生
活
物
資
を
配
っ
て
い
る

姿
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
布
施
の
情
景
は
今
な
お

日
々
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
○
一
五
年
の
年
末
に
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
華

人
た
ち
は
来
年
の
漢
字
に
「
苦
」
の
字
を
選
ん

た
。
住
み
や
す
い
ペ
ナ
ン
で
華
人
が
感
じ
て
い

る
「
苦
」
と
は
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
も
の
な

の
か
。
慈
済
人
は
こ
の
「
苦
」
に
対
し
、
い
っ

少
額
の
支
援
金
で

透
析
セ
ン
タ
ー
を
サ
ポ
ー
ト
し

長
期
に
わ
た
っ
て

貧
し
い
透
析
患
者
に
恩
恵
を
与
え
て
き
た

慈
善
や
医
療
の
布
施
を

異
文
化
の
人
々
に
施
す
に
は

生
命
の
教
育
が
必
要

生
命
教
育
と

慈
善
の
新
し
い
試
み

●旧正月、ペナンで華人が広福宮の前で布施している。人種も理由も聞

かず、ただ布施をするのが華人の美徳。新年の布施は長年続いている。

◎
文
・
葉
育
鎏 

訳
・
慈
願

　

撮
影
・
蕭
耀
華
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た
い
何
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

 発
願
を
堅
持
す
る

 

一
九
八
九
年
、
葉
慈
靖
は
台
湾
か
ら
ペ
ナ
ン

に
駐
在
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
彼
女
は

マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る
慈
済
の
初
の
種
と
な

り
、
人
々
が
慈
善
を
分
か
ち
合
う
き
っ
か
け
を

も
た
ら
し
た
。

慣
れ
な
い
異
郷
で
の
生
活
と
現
地
社
員
の
管

理
に
忙
し
く
、
そ
の
重
圧
は
想
像
以
上
に
大
き

か
っ
た
。
数
カ
月
後
、
台
湾
へ
帰
っ
て
證
厳
法

師
に
お
会
い
し
た
時
、
法
師
に
「
環
境
に
適
す

る
の
は
人
で
は
な
く
、
人
が
環
境
に
適
す
る
こ

と
で
す
。
頭
上
に
人
様
の
天
を
頂
き
、
人
様
の

地
を
踏
む
な
ら
、
恩
返
し
す
る
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
り
ま
せ
ん
」
と
の
貴
い
法
話
を
頂
い
た
。

法
師
の
海
外
に
い
る
弟
子
た
ち
に
言
い
含
め

ら
れ
た
お
言
葉
を
有
り
難
く
頂
い
て
、
葉
慈
靖

は
衣
食
住
や
慣
れ
な
い
環
境
を
克
服
し
て
、
台

湾
に
い
た
時
と
同
じ
く
慈
済
委
員
と
し
て
の
仕

事
を
始
め
た
。
ま
ず
、
同
僚
が
抱
え
て
い
る
問

題
に
手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と
か
ら
始
め
、
慈
済

の
こ
と
を
言
っ
て
聞
か
せ
た
。

同
僚
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
を
国
家
宗
教
と
す
る

こ
の
国
で
、
マ
レ
ー
シ
ア
人
に
仏
教
の
話
を
す

る
と
、
二
十
四
時
間
以
内
に
強
制
送
還
さ
れ
て

し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
と
注
意
し
て
い
た
。
葉

慈
靖
は
、
台
湾
と
マ
レ
ー
シ
ア
の
違
い
に
慎
重

に
気
を
配
り
つ
つ
、
善
念
と
慈
済
精
神
を
ど
う

す
れ
ば
多
く
の
人
に
伝
え
ら
れ
る
か
と
思
考
し

て
い
た
。

彼
女
は
少
額
募
金
を
募
っ
て
貧
民
病
苦
の
訪

問
ケ
ア
を
始
め
た
。
何
人
か
の
同
僚
が
、
ど
こ

そ
こ
に
貧
困
者
が
い
る
と
知
ら
せ
る
う
ち
に
、

貧
し
い
病
人
の
訪
問
ケ
ア
に
つ
い
て
く
る
よ
う

に
な
り
、
慈
済
と
い
う
仏
教
団
体
は
普
通
の
仏

教
団
体
と
は
違
っ
て
い
る
と
思
う
よ
う
に
な
っ

た
。あ

る
時
、
会
社
を
代
表
し
て
包
装
工
場
を
訪

問
し
、
工
場
を
経
営
す
る
郭
済
航
と
出
会
っ
た
。

工
場
で
は
目
の
不
自
由
な
障
碍
者
を
雇
用
し
て

お
り
、
彼
の
心
に
あ
る
愛
を
感
じ
た
。
そ
れ
か

ら
の
彼
女
は
、
こ
の
種
子
を
慈
済
の
活
動
に
迎

え
る
た
め
、
彼
を
訪
問
ケ
ア
に
誘
う
よ
う
に
な

っ
た
。

あ
る
日
、
彼
ら
がK

a
m
p
u
n
g
 
B
a
h
a
r
u
 
B
u
k
i
t
 

M
e
r
a
h

（
中
国
語
：
紅
泥
山
）
の
慈
済
ケ
ア
家

族
を
訪
問
し
て
い
た
時
、
無
責
任
な
夫
は
知
能

障
碍
の
妻
と
八
人
の
子
供
を
見
捨
て
て
蒸
発

し
、
し
か
も
八
カ
月
に
な
る
赤
子
に
は
ま
だ
血

の
跡
が
つ
い
て
い
る
の
を
見
て
、
郭
済
航
は
涙

を
流
し
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
苦
に
出
会
っ
た

こ
と
が
、
彼
に
慈
済
へ
進
む
心
を
決
心
さ
せ
た
。

現
在
彼
は
慈
済
マ
レ
ー
シ
ア
支
部
首
席
執
行
長

に
な
っ
て
い
る
。
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善
門
に
入
る
こ
と
は
簡
単
な
よ
う
だ
が
、
菩

薩
道
を
歩
く
と
な
る
と
種
々
の
困
難
に
出
会

う
。
当
時
の
彼
は
三
十
を
過
ぎ
た
ば
か
り
で
、

多
く
の
こ
と
は
心
霊
上
の
困
難
で
あ
り
、
事
情

の
上
で
の
困
難
で
は
な
か
っ
た
と
、
過
去
を
振

り
か
え
っ
て
思
っ
た
。
要
す
る
に
マ
レ
ー
シ
ア

と
台
湾
の
違
い
は
非
常
に
大
き
い
の
で
、
マ
レ

ー
シ
ア
で
慈
済
を
発
展
さ
せ
る
の
は
不
可
能
だ

と
思
っ
て
い
た
の
だ
。

し
か
し
、
上
人
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
「
人
種
、

宗
教
、
社
会
が
ど
れ
ほ
ど
異
な
っ
て
い
て
も
、

人
々
の
心
に
は
必
ず
愛
が
あ
る
。
善
行
は
発
願

だ
け
す
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
く
、
努
力
し
て
行

う
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
言
葉
が
、
彼
に
力
を

与
え
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
二
十
数
年
を
経
て
、

堅
固
な
信
念
が
あ
っ
て
こ
そ
、
人
も
己
も
利
す

る
こ
と
が
で
き
、
宗
教
精
神
の
根
基
を
実
践
で

き
る
と
体
得
し
た
。

彼
は
慈
済
を
さ
ら
に
深
く
理
解
す
る
た
め
、

毎
月
花
蓮
へ
帰
っ
て
法
師
の
法
話
を
拝
聴
し
て

い
る
。
上
人
が
い
つ
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
「
注

意
深
く
」
と
い
う
お
言
葉
と
は
、
人
生
に
お
い

て
諸
々
の
難
問
や
発
心
の
過
程
が
、
菩
薩
道
の

具
現
な
の
だ
と
思
え
た
。

「
善
行
と
は
奉
仕
だ
ろ
う
か
？
」
。
郭
済
航
は

一
つ
の
例
を
挙
げ
た
。
あ
る
人
が
血
書
し
た
《
無

量
義
経
》
を
バ
ザ
ー
に
出
し
て
、
得
た
浄
財
を

慈
済
透
析
セ
ン
タ
ー
に
寄
付
し
た
。
こ
の
善
行

台
湾
か
ら
マ
レ
ー
シ
ア
に
初
め
て
慈
済
の
種
を

蒔
い
た
葉
慈
靖
（
右
）
。

マ
レ
ー
シ
ア
で
根
を
下
ろ
し
て
成
功
し
た
郭
済

縁
（
中
）
。

劉
済
旌
（
左
）
は
歴
史
の
渦
巻
く
社
会
環
境
の

中
で
実
践
と
安
心
立
命
の
価
値
を
見
出
し
た
。
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が
さ
ざ
波
の
よ
う
に
伝
わ
る
と
、
そ
れ
が
不
思

議
な
力
に
な
っ
て
愛
の
さ
ざ
波
を
広
め
て
い
っ

た
と
説
明
し
た
。

衆
生
を
済
度
し
た
の
が
反
対
に
済
度
さ
れ
て

い
る
の
を
目
の
当
た
り
に
し
、
彼
は
人
の
生
命

が
私
た
ち
の
慧
命
と
な
っ
て
く
れ
て
い
る
の
だ

か
ら
、
中
途
半
端
に
放
棄
で
き
な
い
と
悟
っ
た
。

ペ
ナ
ン
の
会
員
が
透
析
セ
ン
タ
ー
を
護
持
し
て

い
る
の
が
、
そ
の
最
も
良
い
例
で
あ
る
と
言
っ

て
い
る
。 

病
気
の
た
め
に
貧
に
陥
る
人
を
救
う

 

現
在
マ
レ
ー
シ
ア
支
部
執
行
長
を
務
め
る
郭

済
縁
は
、
郭
済
航
の
二
番
目
の
兄
で
あ
る
。
郭

済
縁
は
慈
済
透
析
セ
ン
タ
ー
は
医
療
以
外
に
、

生
命
教
育
を
体
現
し
た
も
の
で
も
あ
る
と
言

う
。ペ

ナ
ン
の
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
訪
問
ケ
ア

を
し
た
過
程
で
観
察
し
た
結
果
、
多
く
の
ケ
ア

家
庭
が
家
族
が
腎
臓
病
を
患
っ
た
た
め
に
苦
境

に
陥
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
熟
慮
の
結
果
、

●
ペ
ナ
ン
の
慈
済
志
業
主
任
、
李
妙
紅(

左)

が
看
護
師

と
透
析
患
者
の
状
況
を
診
て
い
る
。
透
析
セ
ン
タ
ー
は
腎

臓
病
の
患
者
の
家
族
に
も
関
心
を
寄
せ
て
い
る
。

●
ペ
ナ
ン
の
人
医
会
の
会
員
が
ケ
ア
家
庭
を
往
診
に
訪
れ

る
。
同
行
し
た
息
子
は
ケ
ア
の
方
法
を
学
ん
で
い
る
。
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一
九
九
六
年
十
一
月
か
ら
大
胆
に
も
無
料
の
透

析
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
て
、
環
境
保
全
で
得
た

資
金
を
医
療
基
金
に
当
て
る
こ
と
に
決
定
し

た
。当

時
は
政
府
運
営
の
医
療
所
以
外
に
は
無
料

の
透
析
セ
ン
タ
ー
は
な
か
っ
た
。
透
析
セ
ン
タ

ー
の
資
金
は
高
く
、
い
つ
ま
で
続
く
か
と
危
ぶ

む
声
も
あ
っ
た
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
月
餅
や

粽
な
ど
を
作
っ
て
バ
ザ
ー
で
売
っ
た
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
募
金
な
ど
を
行
っ
て
、
慈
済
無
料
透
析

セ
ン
タ
ー
の
大
願
は
遂
に
成
就
し
、
運
営
を
危

ぶ
む
声
も
な
く
な
っ
た
。

一
九
九
七
年
八
月
に
開
業
し
た
時
は
、
マ
レ

ー
シ
ア
の
み
な
ら
ず
ア
ジ
ア
初
の
快
挙
だ
っ

た
。
そ
の
五
年
後
、
ジ
ー
タ
、
北
海
で
も
慈
済

透
析
セ
ン
タ
ー
が
次
々
に
開
設
し
、
貧
困
者
に

透
析
治
療
を
行
っ
て
い
る
。

台
湾
で
は
国
民
皆
保
険
が
完
備
さ
れ
て
い
る

が
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
保
険
制
度
は
今
な
お
普
及

さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
多
く
の
人
が
膨
大
な
医

療
費
を
支
払
う
た
め
に
家
庭
が
崩
壊
し
て
い

る
。
ペ
ナ
ン
慈
済
医
療
志
業
の
李
妙
紅
主
任
は
、

●腎臓病の李源興が母と自宅前で環境保全の廃品の仕分けをしている。

彼は２０１０年から慈済透析センターで治療を受け、今では精進して慈

済ボランティアとなっている。両目はわずかな光線が見えるだけ。もし

も仏法という拠り所がなかったら、この世は懐中電灯もない暗闇に等し

いと言う。
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早
期
の
一
般
透
析
費
用
は
毎
回
が
三
百
五
十
リ

ン
ギ
ッ
ト
（
約
八
千
七
百
円
）
で
、
毎
週
三
回

の
治
療
が
必
要
だ
っ
た
。
一
般
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
月
給
は
千
五
百
リ
ン
ギ
ッ
ト
に
も
満
た
な

い
。
慈
済
透
析
セ
ン
タ
ー
の
出
現
は
注
目
を
集

め
、
華
人
の
善
意
と
真
心
も
ま
た
讃
嘆
の
的
に

な
っ
て
い
る
。

 人
々
を
慈
善
に
迎
え
入
れ
る

 

李
妙
紅
は
、
透
析
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
安
定

さ
せ
る
の
は
そ
ん
な
に
生
易
し
い
こ
と
で
は
な

い
が
、
経
費
を
捻
出
す
る
の
が
困
難
だ
か
ら
と

言
っ
て
、
患
者
に
必
要
な
治
療
と
検
査
を
削
る

こ
と
は
で
き
な
い
、
と
患
者
を
身
内
の
よ
う
に

見
な
し
て
接
し
て
い
る
。

慈
済
は
金
持
ち
だ
ろ
う
か
？　

そ
う
で
は
な

い
。
マ
レ
ー
シ
ア
慈
済
基
金
会
の
資
金
の
七
割

は
少
額
の
寄
付
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
社
会
の

信
任
を
得
て
い
る
理
由
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

台
湾
発
祥
の
こ
の
非
政
府
組
織
を
マ
レ
ー
シ
ア

社
会
が
信
頼
し
、
護
持
し
て
い
る
こ
と
は
、
金

銭
に
か
え
が
た
い
栄
誉
で
あ
る
。

富
裕
層
が
好
ん
で
善
行
を
行
う
伝
統
の
中

で
、
慈
済
は
貧
し
い
人
に
も
少
額
の
布
施
を
呼

び
か
け
る
竹
筒
精
神
を
推
進
し
て
い
る
の
は
、

ペ
ナ
ン
の
全
国
民
に
慈
悲
と
い
う
気
持
ち
を
も

た
ら
す
た
め
だ
。
二
○
一
五
年
、
慈
済
は
マ
レ

ー
シ
ア
政
府
の
要
請
を
受
け
て
、
災
難
調
査
基

金
会
の
運
用
委
員
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
慈
済
の

効
率
の
良
さ
と
公
か
ら
得
て
い
る
信
任
が
、
マ

レ
ー
シ
ア
政
府
に
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
す

る
。
ペ
ナ
ン
慈
済
人
の
成
就
の
鍵
は
、
着
実
で

き
め
細
か
い
奉
仕
と
寄
付
金
の
使
い
方
に
あ
っ

た
。慈

済
は
人
種
の
分
け
隔
て
な
く
社
会
の
あ
ら

ゆ
る
問
題
に
関
心
を
寄
せ
る
。
静
思
堂
で
は
毎

日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
当
直
し
て
、
貧
富
の
分
け

隔
て
な
く
苦
し
む
人
た
ち
を
迎
え
て
い
る
。
こ

の
仏
教
道
場
で
は
大
門
を
開
け
広
げ
、
何
人
も

受
け
入
れ
る
。
人
心
の
浄
化
、
社
会
の
平
安
を

願
う
一
本
の
具
体
的
な
道
で
も
あ
る
。

生
活
が
束
の
間
に
も
移
り
変
わ
る
こ
の
時
代

に
、
人
種
が
複
雑
に
入
り
混
じ
る
国
で
は
、
多

く
の
こ
と
が
よ
く
よ
く
熟
考
し
な
い
と
通
じ
な

い
こ
と
が
あ
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
に
移
民
し
た
華

人
の
数
百
年
の
歴
史
の
中
で
は
、
た
だ
渦
巻
く

流
れ
の
中
で
懸
命
に
前
進
す
る
よ
り
ほ
か
な
か

っ
た
。
し
か
し
現
在
の
ペ
ナ
ン
慈
済
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
華
人
た
ち
は
、
金
の
た
め
に
努
力
し
て

い
る
だ
け
で
な
く
、
彼
ら
は
自
分
の
安
心
立
命

の
価
値
を
了
解
し
て
、
互
い
に
友
人
や
同
胞
の

助
け
を
求
め
る
声
に
耳
を
傾
け
て
い
る
。
こ
れ

は
人
種
融
合
の
出
発
点
で
あ
り
、
ま
た
人
々
が

深
く
信
じ
あ
う
将
来
の
始
ま
り
で
あ
る
。
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十
一
歳
の
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
に
と
っ
て
、
学
校

に
行
っ
て
友
達
に
会
う
こ
と
が
最
大
の
幸
せ
だ

っ
た
。
台
湾
で
の
数
カ
月
の
闘
病
生
活
の
後
、

彼
女
は
笑
顔
を
取
り
戻
し
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
慈

済
大
愛
小
学
校
に
帰
る
こ
と
が
で
き
た
。

彼
女
は
生
ま
れ
た
時
に
血
管
壁
が
薄
い
異
常

が
あ
り
、
全
治
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
が
、

学
校
へ
行
く
こ
と
は
あ
き
ら
め
て
い
な
か
っ

た
。
二
○
一
六
年
の
三
月
二
十
五
日
、
キ
リ
ス

ト
復
活
祭
の
朝
。
顔
を
洗
っ
て
家
族
と
教
会
へ

ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
に
あ
げ
た
贈
り
物

　

ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
は
珍
し
い
小
児
の
脳
卒
中
を

患
っ
た
。

　

昏
睡
状
態
か
ら
目
が
覚
め
た
後
も
勉
強
を
続

け
た
い
と
願
う
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
の
た
め
に
、
医

療
チ
ー
ム
は
教
師
、
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
提

携
し
て
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
た
。

　

そ
し
て
、
期
末
試
験
に
受
か
り
新
学
期
に
は

五
年
生
に
な
る

行
く
用
意
を
し
て
い
た
時
、
突
然
全
身
の
力
が

抜
け
て
右
半
身
の
感
覚
が
な
く
な
り
、
転
ん
で

し
ま
っ
た
。
母
親
の
チ
ン
・
シ
ョ
ウ
リ
ン
さ
ん

が
そ
の
音
を
聞
き
つ
け
て
駆
け
つ
け
、
床
に
転

が
っ
て
い
る
娘
を
抱
き
起
こ
し
、
バ
ス
タ
オ
ル

に
く
る
ん
だ
。

ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
の
家
は
ジ
ャ
カ
ル
タ
大
愛
村

か
ら
近
い
住
宅
地
に
あ
る
。
チ
ン
さ
ん
は
近
く

に
あ
る
慈
済
大
愛
医
院
の
救
急
救
命
室
に
ア
ン

ジ
ェ
リ
ー
を
連
れ
て
行
っ
た
が
、
あ
ま
り
に
重

症
だ
っ
た
た
め
チ
ェ
ン
カ
レ
ン
総
合
病
院
に
行

●
家
で
休
養
中
、
病
気
を
引
き
起
こ
し
た
血
管
の
画
像
を

見
る
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
。

◎
文
・A

r
i
m
a
m
i
 
S
u
r
y
o
 
A
s
m
o
r
o

　

訳
・
慈
願　

　

撮
影
・A

r
i
m
a
m
i
 
S
u
r
y
o
 
A
s
m
o
r
o

、
陳
桂
雄
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く
よ
う
に
言
わ
れ
た
。
病
院
で
検
査
し

た
結
果
、
左
脳
の
血
管
が
破
れ
て
出
血

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
小
児
脳
卒

中
と
診
断
さ
れ
た
。
チ
ン
さ
ん
は
十
年

前
に
息
子
が
脳
の
病
気
で
亡
く
な
っ
た

こ
と
を
思
い
出
し
た
。
そ
し
て
今
、
娘

も
…
…
。
チ
ン
さ
ん
は
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー

さ
ん
が
い
る
集
中
治
療
室
に
入
る
勇
気

が
な
か
っ
た
。

チ
ン
さ
ん
は
事
実
を
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
深

い
絶
望
の
谷
底
に
落
と
さ
れ
た
感
覚
だ
っ
た
。

教
会
の
礼
拝
を
終
え
た
友
人
た
ち
が
病
院
に
駆

け
つ
け
て
、
「
必
ず
よ
く
な
り
ま
す
よ
」
と
励

ま
し
て
い
た
。

チ
ン
さ
ん
は
娘
の
そ
ば
を
片
時
も
離
れ
ず
に

見
守
り
、
神
に
奇
跡
を
起
こ
し
て
ほ
し
い
と
祈

っ
て
い
た
。
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
は
集
中
治
療
室
の

病
室
に
入
っ
て
か
ら
九
時
間
後
、
突
然
右
足
を

動
か
し
曲
げ
る
こ
と
が
で
き
、
舌
も
出
せ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
し
か
し
医
師
は
転
院
し
て
さ
ら

に
進
ん
だ
治
療
を
受
け
る
よ
う
に
と
勧
め
て
、

チ
ン
さ
ん
は
再
び
絶
望
感
に
襲
わ
れ
た
。

 

救
命
線
の
輪
が
繋
が
っ
た

 

一
家
の
友
人
の
ロ
バ
ー
ト
は
心
配
し
て
、
慈

済
大
愛
小
学
校
の
フ
レ
デ
ィ
ー
校
長
に
相
談

し
、
校
長
が
す
ぐ
に
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
知

ら
せ
た
。

慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
張
建
中
は
そ
の
連
絡

を
受
け
る
と
、
楊
碧
露
に
知
ら
せ
た
。
彼
女
は

サ
デ
ィ
ア
私
立
病
院
の
神
経
医
師
ゴ
ナ
マ
ン
さ

ん
に
頼
み
、
そ
の
夜
の
中
に
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
は

サ
デ
ィ
ア
私
立
病
院
に
転
院
し
、
本
格
的
に
治

療
が
始
ま
っ
た
。

母
親
は
こ
の
縁
が
つ
な
い
だ
援
助
に
よ
っ

て
、
希
望
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
、
「
と
て
も

●
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
陳
桂
雄
は
、
長
期
に
亘

っ
て
リ
ハ
ビ
リ
に
付
き
添
い
励
ま
し
て
き
た
。

●
担
任
の
先
生
が
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
の
自
宅
へ
来
て

補
習
を
し
て
く
れ
た
。
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感
謝
し
て
い
ま
す
。
神
の
お
導
き
に
よ
っ
て
慈

済
は
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
に
希
望
の
道
を
開
い
て
下

さ
い
ま
し
た
」
と
言
っ
た
。
二
日
後
、
慈
済
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
陳
桂
雄
が
病
院
へ
見
舞
い
に
行

っ
た
時
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
全
員
で
一
家
を
支
援

す
る
計
画
を
立
て
て
い
た
。

ゴ
ナ
マ
ン
医
師
は
、
脳
卒
中
の
原
因
は
さ
ま

ざ
ま
で
、
良
く
な
い
生
活
習
慣
、
寝
不
足
や
ス

ト
レ
ス
な
ど
が
あ
る
が
、
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
の
場

合
は
生
ま
れ
た
時
か
ら
の
血
管
異
常
が
原
因

で
、
彼
が
初
め
て
出
会
っ
た
小
児
脳
卒
中
患
者

だ
と
言
っ
た
。

ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
が
昏
睡
状
態
か
ら
覚
め
な
い

の
は
、
左
脳
の
出
血
範
囲
が
広
い
た
め
で
、
ま

ず
う
っ
血
を
取
り
除
い
て
か
ら
、
左
側
の
頭
蓋

骨
を
取
り
は
ず
し
て
脳
腫
圧
を
低
く
押
さ
え
、

状
態
が
改
善
し
た
後
、
さ
ら
に
手
術
を
し
て
頭

蓋
骨
を
も
と
に
戻
す
と
い
う
二
段
階
の
治
療
を

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

命
の
危
険
が
あ
る
手
術
だ
が
、
母
親
は
医
師

を
信
じ
て
そ
の
決
定
に
従
っ
た
。
三
月
三
十
一

日
に
手
術
を
始
め
、
左
頭
蓋
骨
を
腹
部
に
取
り

つ
け
た
。
手
術
後
、
自
宅
で
療
養
を
取
り
、
五

月
十
七
日
に
再
度
手
術
し
て
左
頭
蓋
骨
を
も
と

に
戻
し
た
。

四
月
と
五
月
の
期
間
、
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
陳
桂
雄
に
付
き
添
わ
れ
て
リ
ハ

ビ
リ
と
言
語
訓
練
を
受
け
た
。
陳
桂
雄
は
、
ア

ン
ジ
ェ
リ
ー
は
病
魔
に
打
ち
勝
と
う
と

の
堅
い
意
志
を
持
っ
た
子
だ
と
気
づ
い

た
。
声
が
次
第
に
大
き
く
は
っ
き
り
し

て
き
て
、
歩
行
の
進
歩
も
早
い
と
褒
め

た
。リ

ハ
ビ
リ
の
間
に
、
母
が
勉
強
を
続

け
る
か
と
聞
く
と
「
私
は
勉
強
を
し
て

五
年
生
に
上
が
り
た
い
。
留
年
す
る
の

は
嫌
」
と
答
え
た
。
右
手
で
は
ま
だ
字

を
書
け
な
い
が
、
補
習
し
た
い
と
強
く

希
望
し
て
い
た
。
校
長
に
相
談
す
る
と
、

●
治
療
期
間
中
な
の
に
、
慈
済
大
愛
小
学
校
で
熱

心
に
授
業
を
受
け
る
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
。
優
秀
な
成

績
に
両
親
は
安
堵
し
て
い
る
。
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仏
法
は
骨
髄
と
化
し
、
慧
命
を
永
ら
え
さ
せ
、

世
の
中
の
人
々
を
益
し
て
、
恵
を
与
え
ま
す
。

 
 法

髄
移
植
に
力
を
尽
く
そ
う

 「
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
て
、
生
命
は
日
に
日

に
残
り
少
な
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
い
く
ら
長

寿
だ
と
言
っ
て
も
、
い
つ
か
こ
の
世
を
去
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
限
り
あ
る

人
生
を
大
切
に
し
て
、
命
の
価
値
を
高
め
ま
し

法
髄
移
植◎

文
・
釋
徳 　

／
訳
・
心
嫈

承
知
し
て
担
任
の
蘇
先
生
を
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー

の
自
宅
に
補
習
に
行
か
せ
る
こ
と
に
し
て
く
れ

た
。蘇

先
生
は
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
の
熱
心
な
学
習
態

度
に
感
心
し
て
、
自
宅
で
期
末
試
験
を
受
け
さ

せ
て
く
れ
、
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
は
優
秀
な
成
績
で

無
事
合
格
し
た
。
二
○
一
六
年
六
月
二
十
二
日
、

母
に
付
き
添
わ
れ
て
優
秀
な
成
績
表
を
受
け
取

り
、
来
学
期
か
ら
五
年
生
に
な
る
。

こ
の
日
、
母
親
は
「
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
の
病
気

を
治
し
て
下
さ
っ
た
お
医
者
様
た
ち
、
慈
済
の

熱
心
な
お
世
話
、
な
か
で
も
治
療
費
を
支
援
し

て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
感
動

し
て
言
っ
た
。

二
○
一
六
年
七
月
十
八
日
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
大
愛
小
学
校
の
始
業
式
が
行
わ
れ
た
。
生
徒

た
ち
は
親
に
付
き
添
わ
れ
て
に
ぎ
や
か
に
校
門

を
く
ぐ
っ
て
い
た
。
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
も
父
親
と

五
年
甲
組
の
教
室
に
入
っ
た
。
彼
女
の
将
来
の

希
望
は
、
優
秀
な
コ
ッ
ク
に
な
る
こ
と
で
、
そ

の
夢
に
向
か
っ
て
前
進
し
て
い
る
。
医
師
や
学

校
の
先
生
方
、
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
そ
し
て

家
族
は
、
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
の
生
命
力
と
堅
い
意

志
力
に
心
を
動
か
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
も
全
力
で

支
持
し
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

（
慈
済
月
刊
六
０
０
期
よ
り
）
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菩
薩
道
を
歩
む
と
志
を
立
て
た
の
で
す
か
ら
、
心
の
な
か
に
誓
願
が
あ
っ

て
も
、
怨
み
に
と
ら
わ
れ
な
い
心
境
を
確
立
し
て
ほ
し
い
の
で
す
。
そ
し
て
、

自
分
の
心
は
ど
う
い
う
状
態
に
あ
る
の
か
を
見
極
め
、『
怨
』
を
捨
て
、『
願
』

だ
け
の
心
を
蘇
ら
せ
る
の
で
す
。
そ
れ
に
、
ち
ょ
っ
と
し
た
気
ま
ぐ
れ
で
、

菩
薩
行
を
怠
っ
て
慧
命
に
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
こ
と
は
、
決
し
て
な
い

よ
う
に
」
と
上
人
は
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

「
た
だ
熱
意
だ
け
を
以
て
慈
済
の
隊
列
に
身
を
投
ず
る
の
で
は
足
り
ま
せ

ん
。
も
し
『
戒
、
定
、
慧
』
や
『
聞
、
思
、
修
』
を
修
行
で
し
っ
か
り
身

に
つ
け
て
い
な
い
と
、
ち
ょ
っ
と
し
た
も
め
ご
と
で
心
に
わ
だ
か
ま
り
が

生
じ
、
前
へ
進
め
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
」
と
上
人
は
教
え
諭
さ

れ
ま
し
た
。

「
仏
法
と
の
因
縁
を
断
ち
切
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
」
。
上
人
は
く
れ
ぐ
れ

も
言
い
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
「
法
を
し
っ
か
り
の
み
込
ま
な
い
と
、
人
に
対

し
て
先
入
観
や
疑
念
を
抱
き
や
す
く
な
り
ま
す
。
仏
法
の
真
意
を
深
く
理

ょ
う
」

海
外
か
ら
訪
ね
て
き
た
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
談
話
で
、
上
人
は
こ

の
よ
う
に
話
し
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
う
続
け
ま
し
た
。「
私
は
最
近
よ
く
『
法

華
経
』
を
説
法
し
て
い
ま
す
。
過
去
の
生
生
世
世
に
よ
い
因
縁
を
積
み
重

ね
た
か
ら
、『
法
華
経
』
の
微
妙
な
法
の
真
髄
を
得
て
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、

現
世
で
説
法
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
こ
の
因
縁
を
し
っ
か
り

把
握
し
て
、
法
髄
を
移
植
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
仏
法
を
胸
に
、

日
常
生
活
に
こ
の
機
能
を
よ
く
働
か
せ
て
、
仏
法
が
各
地
に
広
ま
っ
て
伝

わ
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
。

仏
法
の
教
え
を
実
践
し
た
多
く
の
慈
済
人
は
、
生
活
は
貧
し
い
な
が
ら

も
心
の
豊
さ
が
人
生
の
方
向
を
変
え
ま
し
た
。
「
自
ら
自
分
を
変
え
て
、
真

心
を
込
め
て
人
の
た
め
に
尽
く
す
。
こ
れ
こ
そ
法
髄
の
移
植
が
成
功
し
た

証
な
の
で
す
」

決
意
が
あ
れ
ば
、
成
し
遂
げ
ら
れ
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
す
で
に
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修
行
す
る
よ
う
に
。
虚
心
に
な
っ
て
仏
法
を
聞
き
、
法
の
真
髄
か
ら
得
ら

れ
た
智
慧
に
基
づ
い
て
一
切
の
生
き
と
し
生
け
る
も
の
が
幸
せ
に
な
る
よ

う
に
尽
く
し
ま
し
ょ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
自
分
を
産
ん
で
く
れ
た
両
親
へ

の
ご
恩
に
報
い
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
す
」
と
上
人
は
諭
さ
れ
ま
し
た
。

「
出
家
し
た
当
時
、
私
は
二
つ
の
大
事
な
こ
と
を
し
ま
し
た
。
ま
ず
は
『
心

を
閉
ざ
す
』
こ
と
で
す
。
世
俗
の
ド
ア
を
閉
ざ
し
た
の
も
、
天
下
の
た
め

に
尽
く
し
た
い
一
心
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
次
が
『
身
を
閉
ざ
す
』
こ
と
で
す
。

慈
済
の
活
動
だ
け
に
勤
め
る
よ
う
に
決
心
し
た
か
ら
で
す
。
一
途
に
『
仏

教
の
た
め
、
衆
生
の
た
め
』
に
尽
力
し
て
き
ま
し
た
」
。

精
舎
に
住
む
常
住
僧
侶
た
ち
は
、
日
ご
ろ
自
力
更
生
を
維
持
す
る
た
め

に
働
き
ま
す
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
精
舎
に
来
る
と
、
そ
の
食
事
や
宿
泊

の
支
度
で
い
っ
そ
う
忙
し
く
な
り
ま
す
。
精
舎
で
の
生
活
は
確
か
に
多
忙

で
す
が
、
出
家
せ
ず
に
俗
人
と
し
て
家
庭
に
入
れ
ば
、
煩
悩
も
尽
き
な
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
「
出
家
修
行
の
長
所
と
は
、
私
的
な
つ
ま
ら
な

解
す
れ
ば
、
度
量
が
広
く
な
り
、
奉
仕
し
た
こ
と
に
対
し
て
見
返
り
を
求

め
た
り
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
些
細
な
こ
と
で
悩
ん
だ
り
、
心
を
囚
わ
れ
た

り
す
る
こ
と
も
な
い
の
で
す
」

「
人
を
助
け
ら
れ
る
人
に
な
る
こ
と
は
、
最
も
価
値
の
あ
る
人
生
で
す
。

さ
ら
な
る
菩
薩
道
へ
の
精
進
の
念
を
高
め
ま
し
ょ
う
」
と
上
人
は
、
皆
を

励
ま
さ
れ
ま
し
た
。

「
生
き
た
経
典
」
を
体
得

「
出
家
と
は
、
世
俗
の
家
を
出
て
、
如
来
の
家
に
入
る
こ
と
を
意
味
し
ま

す
。
身
も
心
も
、
『
辞
親
割
愛
』
の
文
字
通
り
に
、
世
俗
と
自
分
の
家
族
か

ら
切
り
離
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
。
剃
髪
の
日
を
ま
も
な
く
控
え
た
八

名
の
近
住
女
（
精
舎
に
住
み
込
ん
で
い
る
出
家
前
の
修
行
者
）
と
談
話
し

ま
し
た
。
「
も
う
出
家
を
す
る
と
発
心
し
た
の
で
す
か
ら
、
一
心
に
仏
道
を
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命
を
潤
わ
せ
、
法
の
細
胞
が
増
え
る
よ
う
に
」
と
、
上
人
は
皆
を
励
ま
さ

れ
ま
し
た
。

す
で
に
修
行
を
す
る
と
発
心
し
た
の
で
す
か
ら
、
も
し
無
明
や
つ
ま
ら

な
い
悩
み
を
取
り
除
か
な
い
ま
ま
、
法
を
聞
く
こ
と
も
怠
れ
ば
、
せ
っ
か

く
結
ん
だ
良
い
因
縁
が
無
駄
に
な
る
で
し
ょ
う
。
上
人
は
「
こ
の
か
け
が

え
の
な
い
修
行
の
因
縁
を
把
握
し
て
実
践
し
、
心
の
中
に
あ
る
悩
み
や
苦

し
み
を
取
り
除
き
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
命
の
価
値
を
も
っ
と
高
め
て
い

く
よ
う
に
」
と
諭
さ
れ
ま
し
た
。

い
悩
み
が
な
く
、
ひ
た
す
ら
天
下
の
た
め
に
尽
く
す
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
衆
生
の
こ
と
を
憂
慮
し
て
も
、
自
分
の
心
は
安
ら
ぎ
で
落

ち
着
い
て
い
ら
れ
る
の
で
す
」

各
地
か
ら
精
舎
を
訪
ね
て
き
た
人
々
に
、
常
住
僧
た
ち
は
通
り
一
遍
で

は
な
く
真
心
を
以
て
お
も
て
な
し
を
し
ま
す
。
上
人
は
、
「
日
常
生
活
に
お

い
て
は
『
誠
正
信
実
』
と
い
う
自
分
の
本
分
を
守
っ
て
、
信
念
を
貫
く
べ

き
で
す
。
ま
た
、
『
慈
悲
喜
捨
』
の
心
持
ち
で
世
間
の
衆
生
の
た
め
に
奉
仕

す
る
よ
う
に
」
と
諭
さ
れ
ま
し
た
。

世
の
た
め
に
尽
く
し
な
が
ら
も
仏
法
を
聞
く
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
す
で
に
心
に
は
具
わ
っ
て
い
る
法
を
実
践
す
る
よ
う
に
。
「
人
間
関

係
に
悩
ん
だ
り
、
時
間
を
浪
費
す
る
の
は
実
に
惜
し
い
こ
と
で
す
。
法
の

奥
底
ま
で
理
解
し
た
上
で
、
真
心
を
以
て
接
触
し
た
一
人
ひ
と
り
の
心
意

気
に
感
じ
て
、
生
き
た
経
典
の
よ
う
な
相
手
の
真
実
、
豊
か
な
人
生
を
体

得
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
仏
法
を
法
髄
と
化
し
、
自
分
の
慧
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慈
済
大
事
記
十
一
、
十
二
月
　

…
…
…
…
…
…
…

１
１
・
２
５

訳
・
済
運

１
１
・
２
６

１
１
・
２
７

嘉
義
大
林
慈
済
病
院
の
林
名
男
副
院
長
が
率
い
る
チ
ー
ム
が
ネ
パ
ー
ル
に
赴
き
、

医
療
廃
棄
物
管
理
討
論
会
に
参
加
し
た
後
、
今
日
、
ネ
パ
ー
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
基
金

會
と
共
同
でT

e
k
c
h
o
k
 
L
i
n
g

尼
僧
修
道
院
で
無
料
の
腎
臓
病
検
査
活
動
を
行
い
、

２
３
４
人
が
訪
れ
た
。

◎
慈
済
マ
レ
ー
シ
ア
・
マ
ラ
ッ
カ
支
部
と
南
マ
レ
ー
シ
ア
の
各
支
部
は
１
０
月

２
２
日
か
ら
１
１
月
２
６
日
ま
で
に
合
計
３
３
８
４
人
の
学
生
に
奨
学
金
を
支
給

し
た
。

◎
北
区
慈
済
人
医
会
は
台
北
慈
済
病
院
チ
ー
ム
と
合
同
で
、
２
６
日
と
２
７
日
、

金
門
で
２
０
１
６
年
下
期
の
施
療
を
林
湖
村
役
場
と
上
岐
村
役
場
で
行
い
、
合
計

延
べ
６
４
０
人
を
診
察
し
、
七
世
帯
の
往
診
を
行
っ
た
。

◎
慈
済
基
金
会
の
桃
園
市
政
府
台
風
ソ
ー
デ
ィ
ラ
被
災
者
援
助
へ
の
支
援
で
、
復

興
区
合
流
集
落
１
４
世
帯
の
被
災
者
向
け
に
恒
久
住
宅
を
建
て
る
こ
と
に
な
り
、

当
日
、
起
工
式
で
林
碧
玉
副
執
行
長
と
鄭
文
燦
市
長
が
鍬
入
れ
を
し
た
。

慈
済
フ
ィ
リ
ピ
ン
支
部
は
リ
ザ
ル
省
サ
ン
マ
テ
オ
町
で
第
２
１
６
回
目
の
施
療
を

行
っ
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
の
人
医
会
メ
ン
バ
ー
が
サ
ン
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１
２
・
０
１

１
２
・
０
２

１
１
・
２
８

１
１
・
２
９

マ
テ
オ
高
等
学
校
で
歯
科
、
眼
科
、
漢
方
科
を
初
め
と
す
る
科
で
２
２
１
５
人
の

診
療
を
行
っ
た
。

◎
慈
済
基
金
会
は
バ
チ
カ
ン
移
民
及
び
難
民
牧
羊
委
員
会
の
要
請
で
、
１
１
月

２
８
日
か
ら
１
２
月
１
日
ま
で
バ
チ
カ
ン
近
隣
諸
国
に
留
学
し
て
い
る
慈
青
４
人

が
仏
教
界
を
代
表
し
て
第
四
回
国
際
学
生
牧
羊
会
に
出
席
し
た
。
主
に
カ
ト
リ
ッ

ク
信
者
の
学
生
が
貧
困
救
済
や
素
食
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
生
活
に
根
ざ
し
た
仏
教
を

紹
介
し
た
。

◎
慈
済
の
慈
善
、
医
療
、
教
育
、
人
文
の
四
大
志
業
体
は
ヨ
ル
ダ
ン
国
内
に
留
ま

っ
て
い
る
シ
リ
ア
難
民
の
子
供
た
ち
を
支
援
す
る
た
め
、
静
思
堂
で
「
プ
リ
ン
ス

と
プ
リ
ン
セ
ス
を
支
援
す
る
」
愛
の
心
を
募
る
募
金
活
動
を
始
め
た
。

慈
済
ア
メ
リ
カ
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
支
部
と
「
砂
漠
の
友
人
基
金
會
」
合
同
の
冬
季
配

付
活
動
が
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
市
サ
ン
テ
ィ
モ
シ
ー
教
会
で
行
わ
れ
、
６
９
人
に
防
寒

用
品
を
配
付
す
る
と
共
に
炊
き
出
し
を
行
っ
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
２
日
か
ら
７
日
ま
で
セ
ル
ビ
ア
で
２
回
目

の
難
民
を
対
象
に
し
た
冬
季
の
配
付
活
動
を
行
っ
た
。
ア
ダ
セ
ヴ
ィ
シ
、
シ
ド
、

プ
リ
ン
ス
ボ
ワ
ジ
、
プ
リ
シ
ェ
ボ
、
ス
ボ
テ
ィ
カ
、
ソ
ン
ボ
ー
ル
、
バ
ニ
ャ
コ
ヴ

ィ
リ
ャ
ザ
な
ど
９
つ
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
合
計
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
４
８
０
０
枚
と
帽
子

慈
済
科
技
大
学
の
教
師
と
学
生
は
１
２
月
１
日
か
ら
４
日
ま
で
韓
国
ソ
ウ
ル
の
国

際
発
明
展
に
参
加
し
、
予
防
注
射
針
の
保
護
ケ
ー
ス
や
輸
液
逆
流
防
止
装
置
、
体

を
引
き
上
げ
る
動
作
の
補
助
装
置
、
七
分
で
で
き
る
運
動
補
助
装
置
、
医
薬
用
ア

ン
プ
ル
を
切
断
す
る
装
置
な
ど
で
金
メ
ダ
ル
を
一
個
、
シ
ル
バ
ー
を
３
個
、
銅
ド

メ
ダ
ル
を
一
個
獲
得
し
た
。
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１
２
・
０
３

１
２
・
０
７

１
２
・
０
９

２
８
０
０
個
及
び
マ
フ
ラ
ー
、
手
袋
を
配
付
し
た
。
ま
た
、
９
日
、
慈
済
本
部
か

ら
の
１
、
８
ト
ン
の
即
席
飯
な
ど
が
当
国
に
到
着
す
る
。

◎
ア
メ
リ
カ
・
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
市
の
慈
済
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
は
食
糧
支
援
団
体
「
エ
リ
ジ
ャ
プ
ロ
ミ
ス
ス
ー
プ
キ
ッ
チ
ン
」
で
６
０
人
に

炊
き
出
し
と
防
寒
用
具
の
配
付
を
行
っ
た
。

◎
１
２
月
３
日
、
新
北
市
蘆
洲
區
民
族
路
の
工
場
で
火
事
が
発
生
し
、
ト
タ
ン
屋

根
の
工
場
十
数
棟
が
焼
け
た
が
、
負
傷
者
は
い
な
か
っ
た
。
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
通
報
を
受
け
て
消
防
署
員
に
炊
き
出
し
と
パ
ン
、
飲
料
水
を
届
け
た
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
４
日
に
査
定
し
、
５
日
に
拠
点
を
設
置
し
て
９
日
ま
で
延
べ
２
８
０
人

を
投
入
し
て
炊
き
出
し
と
見
舞
金
、
祝
福
ギ
フ
ト
の
配
付
を
行
っ
た
。

７
日
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
ア
チ
ェ
州
北
部
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６
・
５
の
地
震
が
発
生

◎
日
本
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
９
日
か
ら
１
２
日
ま
で
「
東
日
本
大
震
災
」
の
被

災
地
で
あ
る
岩
手
県
と
宮
城
県
で
合
計
四
回
の
歳
末
祝
福
感
恩
会
を
催
し
た
。
被

災
者
の
現
況
へ
の
関
心
の
他
、
「
高
雄
市
美
濃
地
区
地
震
」
被
災
者
を
募
金
で
支
援

し
た
釜
石
市
、
宮
古
市
、
東
松
島
市
及
び
宮
城
商
工
中
金
青
年
会
に
感
謝
状
を
贈

呈
し
た
。

◎
カ
ナ
ダ
バ
ン
ク
ー
バ
ー
の
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
サ
ル
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ー
ミ
ー

支
部
で
ホ
ー
ム
レ
ス
と
低
所
得
者
及
び
薬
物
中
毒
更
生
者
に
対
す
る
防
寒
服
と
靴

下
、
日
用
品
の
配
付
活
動
を
３
回
行
っ
た
。

し
、
百
人
を
超
え
る
死
者
が
出
た
。
セ
マ
ウ
ェ
と
メ
ダ
ン
の
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
直
ち
に
支
援
活
動
を
展
開
し
、
物
資
の
集
結
を
始
め
た
。
９
日
か
ら
被
災
地
で

物
資
の
配
付
を
開
始
し
、
現
地
の
病
院
と
協
力
し
て
被
災
者
に
医
療
奉
仕
す
る
。
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１
２
・
１
２

１
２
・
０
７

１
２
・
１
９

１
２
・
１
６

１
２
・
１
８

花
蓮
慈
済
病
院
研
究
部
門
は
「
幹
細
胞
成
長
補
佐
薬
（ 

M
i
t
o
B
u
r
s
t

）
」
を
開
発
し
、

国
際
的
な
特
許
を
取
得
し
た
。
今
日
、
慈
済
医
療
財
団
法
人
と
台
湾
尖
端
先
進
バ

イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
医
薬
股
份
有
限
公
司
が
特
許
提
供
に
合
意
し
た
。
慈
済
医
療

財
団
法
人
の
林
俊
龍
執
行
長
と
当
公
司
の
蘇
文
龍
董
事
長
が
代
表
で
花
蓮
慈
済
病

院
に
て
合
意
書
を
取
り
交
わ
し
た
。

慈
済
タ
イ
支
部
は
タ
イ
北
部
で
冬
季
の
配
付
活
動
を
行
っ
た
。
ブ
ル
ー
ア
ン
ド
ホ

ワ
イ
ト
医
療
奉
仕
基
金
會
、
ナ
リ
ー
病
院
、
フ
ォ
ン
地
区
理
髪
組
合
及
び
チ
ェ
ン

マ
イ
慈
済
学
校
の
教
師
と
生
徒
た
ち
が
協
力
し
て
チ
ャ
イ
プ
ラ
カ
ン
３
千
世
帯
の

住
民
に
毛
布
と
布
団
、
冬
物
衣
類
を
配
付
す
る
と
共
に
、
施
療
と
無
料
散
髪
を
提

供
し
た
。

２
０
１
６
年
の
地
震
被
災
地
で
あ
る
フ
ェ
ナ
ー
レ
ア
ミ
リ
ア
、
サ
ン
ベ
ネ
デ
ッ
ト
、

ボ
ル
ボ
ナ
で
歳
末
祝
福
会
を
催
し
、
４
４
２
世
帯
に
物
資
を
配
付
し
た
。

国
際
移
民
デ
ー
に
合
わ
せ
て
、
慈
済
人
医
会
は
移
民
局
と
宜
蘭
県
労
工
処
等
の
要

請
で
蘇
澳
区
漁
業
組
合
の
競
り
市
場
で
施
療
を
行
い
、
外
国
籍
漁
船
員
に
内
科
、

歯
科
及
び
漢
方
医
科
の
診
療
奉
仕
と
共
に
、
冬
服
の
配
付
と
無
料
散
髪
を
行
っ
た
。

イ
タ
リ
ア
地
震
慰
問
団
一
行
５
４
人
は
１
６
日
か
ら
１
８
日
ま
で
２
０
１
２
年
と

慈
済
基
金
会
は
第
１
３
回
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
統
領
が
授
与
す
る 

K
a
a
n
i
b

賞
を
受
賞

し
た
。
慈
済
が
長
年
、
台
湾
在
住
フ
ィ
リ
ピ
ン
労
働
者
へ
の
施
療
と
健
康
診
断
を

行
っ
て
来
た
の
と
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
内
で
の
重
大
災
害
や
貧
困
者
、
病
人
に
対
す

る
人
道
支
援
を
し
て
き
た
こ
と
に
感
謝
す
る
も
の
で
、
ド
ゥ
ト
ル
テ
大
統
領
自
ら

が
慈
済
フ
ィ
リ
ピ
ン
支
部
の
楊
国
英
執
行
長
及
び
慈
済
人
医
会
洪
宏
典
医
師
ら
に

授
与
し
た
。
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TEL:604-2281013

シンガポール 

TEL:65-65829958

インドネシア　Jakarta 

TEL:62-21-5055999

大愛テレビ局

TEL:62-21-50558889

ブルネイ

Kuala Belait

TEL/FAX:673-3336779

ヨルダン　Amman 

TEL:962-6-5817305

トルコ　Istanbul

TEL:90-212-4225802

オーストラリア Sydney

TEL:61-2-98747666

ニュージーランド

Auckland

TEL:64-9-2716976

各国の連絡所



台湾の愛がシエラレオーネに届けられた

アフリカ西海岸のシエラレオーネ共和国が、10年の内戦とエボラ出血
熱による影響で苦しんでいる。慈済は台湾農協が提供した２００トン
の白米を同国の貧しい町に寄贈した。慈済ボランティアが白米を配付
するのに協力してくれたカトリック教カリタス基金会を訪問し、エド
ワード・キャールズ枢機卿に感謝の気持ちを表した。

（撮影・蕭耀華）


